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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

日
本
各
地
に
伝
承
さ
れ
る
踊

り
を
研
究
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
日
本
の
伝
統
的
な
民
族
舞

踊
を
紹
介
す
る
「
民
舞
座
ー

The Japanese Folk Dance 
Institute of New York

」
が

主
催
す
る
、
岩
手
県
北
上
市
地

区
の
郷
土
芸
能
、
滑
田
鬼
剣

舞
（
な
め
し
だ
お
に
け
ん
ば

い
）
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演

「DEMON SW
ORD DANCE

」

が
、
９
月
20
日
（
金
）
午
後
７

時
30
分
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

あ
る The Sheen Center for 

Thought & Culture

（
ブ
リ

ー
カ
ー
通
り
18
番
地
）
で
開
催

さ
れ
る
。 

　

日
本
で
千
年
の
伝
統
を
持

つ
「
鬼
剣
舞
」
は
岩
手
県
内
の

念
仏
踊
の
中
で
最
も
知
ら
れ
て

い
る
芸
能
で
、
い
く
つ
か
あ
る

流
派
の
一
つ
で
あ
る
滑
田
鬼
剣

舞
は
、
１
８
９
７
年
に
創
始
さ

れ
１
２
５
年
の
歴
史
を
も
つ
。

１
９
０
１
年
に
秘
伝
書
伝
授

し
、
１
９
９
３
年
12
月
に
は
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
、
そ
し
て
２
０
２
２
年
11
月

30
日
に
は
「
風
流
踊
」
と
し
て

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

と
な
っ
た
。
踊
り
の
勇
壮
さ
、

動
き
の
美
し
さ
、
衣
装
、
面
な

ど
、
す
べ
て
プ
ロ
の
舞
踊
家
で

な
い
人
々
に
よ
っ
て
民
間
伝
承

さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
今

回
の
公
演
で
は
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
紹
介

し
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
作

り
の
場
を
提
供
す
る
。
初
の
米

国
公
演
と
な
り
、
民
舞
座
と
の

共
演
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
世

界
に
向
け
て
鬼
剣
舞
と
日
本
文

化
を
発
信
す
る
。 

　

入
場
料
は
大
人
30
ド
ル
、
子

供
・
学
生
・
シ
ニ
ア
は
20
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト ttps://www.

sheencenter.org/ 

を
参
照
。

Ｎ
Ｙ
に

滑
田

鬼
剣
舞

米国で初公演
9月20日マンハッタンで
民舞座が主催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
東
部
地
区
連

邦
検
察
と
連
邦
捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ

Ｉ
）
は
３
日
、
ホ
ウ
ク
ル
州
知

事
の
補
佐
官
な
ど
を
務
め
た
リ

ン
ダ
・
サ
ン
容
疑
者
（
40
）
と

そ
の
夫
ク
リ
ス
・
フ
ー
容
疑
者

（
41
）
を
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

の
自
宅
で
逮
捕
、
起
訴
し
た
。

　

中
国
生
ま
れ
で
米
国
市
民
権

を
持
つ
サ
ン
容
疑
者
は
中
国
政

府
の
代
理
人
と
し
て
中
国
政
府

の
利
益
の
た
め
に
活
動
し
て
い

た
と
さ
れ
、
ビ
ザ
詐
欺
、
マ
ネ

ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
、
そ
の
他
の

犯
罪
を
含
む
10
件
の
刑
事
訴
因

で
起
訴
さ
れ
た
。
サ
ン
容
疑
者

は
知
事
事
務
所
か
ら
公
式
布
告

を
無
許
可
で
入
手
し
た
と
の
不

正
行
為
が
あ
っ
た
と
し
て
昨
年

３
月
に
解
雇
さ
れ
て
お
り
、
司

法
当
局
に
よ
り
捜
査
が
進
ん
で

い
た
。
両
容
疑
者
は
逮
捕
・
起

訴
さ
れ
た
３
日
に
行
わ
れ
た
連

邦
裁
判
所
で
の
罪
状
認
否
で
無

罪
を
主
張
、
保
釈
さ
れ
た
。

　

起
訴
状
に
よ
る
と
、
中
国
政

府
や
共
産
党
の
関
係
者
の
米
国

入
国
や
Ｎ
Ｙ
州
政
府
関
係
者
と

の
面
会
を
容
易
に
す
る
た
め
、

許
可
な
く
招
待
状
を
渡
し
た
。

２
０
１
６
年
ご
ろ
か
ら
は
台
湾

と
Ｎ
Ｙ
州
政
府
の
接
点
を
最
小

限
に
抑
え
る
よ
う
働
き
か
け

た
。
知
事
と
の
面
会
を
希
望
し

た
台
北
経
済
文
化
事
務
所
に
対

し
「
知
事
と
の
会
談
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
」
と
の
返
事
を
書
い

た
。　
　
（
関
連
記
事
８
面
に
）

Ｎ
Ｙ
州
知
事
の
元
側
近
逮
捕

中
国
政
府
に
便
宜
を
図
り
多
額
の
賄
賂

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
会
員
制

社
交
ク
ラ
ブ
、
日
本
ク
ラ
ブ

（
上
野
佐
有
会
長
、
会
員
約

１
０
０
０
人
）
が
来
年
秋
に
移

転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
６
月

の
理
事
会
で
決
定
、
ビ
ル
の
所

有
権
を
共
同
保
有
し
て
い
た
竹

中
工
務
店
に
同
月
30
日
付
で

８
０
０
万
ド
ル
で
売
却
し
た
も

の
で
、
現
在
移
転
先
候
補
と
の

最
終
契
約
交
渉
を
進
め
て
い

る
。
年
内
に
は
移
転
先
と
の
契

約
を
完
了
す
る
見
込
み
。

　

計
画
に
よ
る
と
、
新
し
い
日

本
ク
ラ
ブ
会
館
は
既
存
ビ
ル
に

賃
貸
テ
ナ
ン
ト
し
て
入
居
し
、

現
在
あ
る
57
丁
目
の
ビ
ル
２
階

か
ら
７
階
ま
で
を
使
っ
た
総
延

床
面
積
２
万
３
０
０
０
平
方
フ

ィ
ー
ト
の
約
半
分
程
度
の
広
さ

に
な
る
予
定
。
２
階
以
上
の
４

フ
ロ
ア
程
度
を
使
い
、
日
本
ク

ラ
ブ
事
務
所
の
ほ
か
現
在
の
同

ク
ラ
ブ
に
あ
る
展
示
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
宴
会
場
、
会
議
室
、
各
種

パ
ー
テ
ィ
ー
、
セ
ミ
ナ
ー
、
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
多
目
的
に
利

用
で
き
る
部
屋
、
レ
ス
ト
ラ
ン

設
備
な
ど
も
規
模
は
小
さ
く
な

る
が
、
す
べ
て
存
続
す
る
形
で

移
行
す
る
と
い
う
。
来
年
10

月
か
ら
順
次
引
越
し
を
始
め
、

２
０
２
６
年
１
月
の
新
年
名
刺

交
換
会
は
新
会
館
で
実
施
し
た

い
考
え
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
１
９
０
５
年

に
、
日
本
倶
楽
部
と
し
て
創
設

さ
れ
、
初
代
会
長
に
は
、
化
学

者
の
高
峰
譲
吉
博
士
が
就
任
。

野
口
英
世
が
在
米
中
、
同
ク
ラ

ブ
で
将
棋
を
指
し
て
い
た
と
い

う
由
緒
あ
る
ク
ラ
ブ
だ
。
以
来

日
米
交
流
と
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
企
業
人
と
家
族
の
親
睦
を

図
っ
て
い
る
。
１
９
６
３
年
に

は
、
現
在
の
57
丁
目
に
ク
ラ
ブ

会
館
が
移
転
さ
れ
、
そ
の
後
91

年
に
新
館
を
竣
工
落
成
し
、
日

本
ク
ラ
ブ
・
タ
ワ
ー
と
し
て
現

在
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
新

会
館
に
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議

所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
、
河
手
哲
雄
会

頭
、
会
員
会
社
数
約
２
８
０

社
）、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
（
和

田
知
徳
会
長
）
の
事
務
所
が
テ

ナ
ン
ト
と
し
て
入
居
す
る
予
定

だ
。
日
本
ク
ラ
ブ
で
は
「
現
在

交
渉
中
の
場
所
が
正
式
に
決
ま

れ
ば
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
で

も
こ
れ
ま
で
以
上
に
便
利
で
利

便
性
の
高
い
会
館
と
な
り
、
日

本
文
化
紹
介
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

物
産
展
の
会
場
、
県
人
会
な
ど

各
種
会
合
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
活
動
の
場
と
し
て
広
く
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
社
会
の
親
睦

の
場
所
に
活
用
し
て
も
ら
い
、

こ
れ
か
ら
も
会
員
数
を
さ
ら
に

増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て

い
る
。
企
業
の
駐
在
員
中
心
の

同
ク
ラ
ブ
が
、
移
転
を
期
に
広

く
日
系
社
会
に
親
し
ま
れ
る
場

と
な
れ
る
か
も
課
題
だ
。

日
本
ク
ラ
ブ
ビ
ル
を
売
却

来
年
秋
に
移
転
を
計
画

https://www.restaurantnippon.com/
https://neuroacuny.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.sheencenter.org/
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昨
年
12
月
に
新
装
な
っ
た

ザ
・
プ
リ
ン
ス
キ
タ
ノ
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

パ
ー
ク
街
38
丁
目
に
建
つ
全
客

室
数
１
５
０
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
お
け
る
唯
一
の
日
系
ホ
テ
ル

だ
。

　

数
々
の
美
術
品
に
囲
ま
れ
た

ロ
ビ
ー
か
ら
階
段
で
地
下
に
降

り
る
と
、
リ
ブ
ラ
ン
ド
さ
れ

た
老
舗
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

「hakubai

」
が
営
業
を
再
開
し

て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
４

年
間
閉
店
後
、
全
面
改
装
さ
れ

た
同
店
内
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
は
、
モ
ダ
ン
な
中
に
も
和

に
寄
り
添
っ
た
木
彫
の
シ
ッ
ク

な
デ
ザ
イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
伝
統

の
技
と
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な

温
も
り
を
融
合
さ
せ
た
美
し
い

空
間
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い

る
。
も
と
の
「
白
梅
」
を
知
っ

て
い
る
人
は
そ
の
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
ぶ
り
に
目
を
見
張
る
は
ず

だ
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
バ
ー
と

個
室
、
離
れ
、
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ

ン
グ
な
ど
最
大
60
席
以
上
が
利

用
で
き
る
。

　

営
業
時
間
は
午
後
５
時
30
分

か
ら
午
後
10
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー

ダ
ー
午
後
９
時
、
定
休
日
・
日

曜
、
月
曜
）
の
デ
ィ
ナ
ー
の
み

で
、
厳
選
さ
れ
た
旬
の
食
材
を

使
用
し
た
本
格
的
な
懐
石
料
理

（
お
ま
か
せ
11
品
コ
ー
ス
１
人

２
２
５
ド
ル
）
を
楽
し
め
る
。

夏
メ
ニ
ュ
ー
で
は
先
付
け
の
あ

お
り
烏
賊
、
前
菜
は
純
菜
に
ホ

タ
テ
と
海
老
、
鱧
（
は
も
）、
蒸
し
も
の
は
人
気
の
雲
丹
茶
碗

蒸
し
＝
写
真
右
＝
、
織
部
焼
き

の
器
で
出
さ
れ
る
お
造
り
＝
写

真
上
＝
、
魚
料
理
は
太
刀
魚
と

ホ
タ
テ
、
穴
子
て
ん
ぷ
ら
、
茶

蕎
麦
と
続
き
、
Ａ
５
和
牛
、
釜

飯
の
コ
ー
ン
ラ
イ
ス
な
ど
ど
れ

も
美
味
し
い
。
こ
の
ほ
か
銀
鱈

の
西
京
焼
き
、
ほ
っ
け
の
開
き

な
ど
多
彩
な
一
品
メ
ニ
ュ
ー
に

ミ
ー
ル
セ
ッ
ト
（
ご
飯
、
味
噌

汁
、
漬
物
、
23
ド
ル
）
を
付
け

て
純
和
風
定
食
を
い
た
だ
け
る

の
も
日
系
ホ
テ
ル
な
ら
で
は

だ
。
新
鮮
で
丁
寧
に
仕
上
げ
ら

れ
た
寿
司
も
握
り
５
貫
50
ド
ル

か
ら
楽
し
め
る
。

　

総
料
理
長
と
し
て
昨
年
着
任

し
た
大
塚
圭
介
さ
ん
（
54
）
＝

写
真
左
＝
は
、
１
９
９
１
年

に
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
入
社

後
、
２
０
１
８
年
に
は
総
理

官
邸
や
迎
賓
館
な
ど
を
担
当
、

２
０
１
９
年
に
は
即
位
の
礼
な

ど
に
携
わ
り
宮
内
庁
の
料
理
業

務
を
通
し
て
米
国
、フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
大
統
領
お
よ
び
各
国
首

脳
陣
な
ど
約
50
か
国
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ

の
料
理
を
担
当
し
て
き
た
ベ
テ

ラ
ン
中
の
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
そ
ん

な
輝
か
し
い
経
歴
の
大
塚
シ
ェ

フ
だ
が
「
形
式
ば
ら
ず
に
、
ど

う
か
気
楽
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。
う
ち
は
食
後
の
デ
ザ
ー
ト

も
パ
テ
ィ
シ
エ
２
人
が
日
本
か

ら
来
て
い
る
の
で
ア
メ
リ
カ
で

は
食
べ
ら
れ
な
い
味
を
楽
し
め

ま
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
た
。
本
物
の
日
本
食
を
食
べ

ら
れ
る
新
装
「hakubai

」
は
、

も
ち
ろ
ん
ビ
ジ
ネ
ス
の
会
食
、

個
室
を
使
っ
た
大
切
な
人
と
の

お
食
事
会
、
接
待
に
も
大
い
に

活
躍
し
そ
う
だ
。       （
三
浦
）

本
物
の
日
本
食
の
美
味
し
さ
を
楽
し
む

hakubai
at The Prince Kitano NY

66 Park Ave, East 38th ST,
New York, NY 10016

Tel: 212-858-7111
www.hakubainyc.com
営業時間：17:30-22:00
定休日：日曜、月曜

http://www.hakubainyc.com
https://tokitaseed.co.jp/
https://www.nipponclub.org/
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日
本
文
化
を
紹
介
す
る
目
的

で
8
月
31
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

で
開
催
さ
れ
た
「
第
４
回
ジ
ャ

パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
夏
祭
り
」
は
、

大
勢
の
来
場
客
が
訪
れ
大
盛
況

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。 

今

年
は
「
日
本
各
地
の
郷
土
芸
能

と
地
方
都
市
文
化
の
紹
介
」
を

テ
ー
マ
に
、
日
本
舞
踊
の
民
舞

座
、
阿
波
踊
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

連
、
よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
・
紅

玉
、
タ
イ
コ
マ
サ
ラ
な
ど
が
出

演
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の
民

族
舞
踊
を
披
露
し
、
イ
ベ
ン
ト

後
半
に
は
大
勢
の
参
加
者
と
一

緒
に
盆
踊
り
を
踊
っ
て
大
変
な

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。 

　

今
年
は
昨
年
の
盛
岡
市

に
続
き
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙

「
２
０
２
４
年
に
行
く
べ
き
52

か
所
」
に
選
ば
れ
た
山
口
市
が

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
に
山
口
市
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
観
光
案
内

ブ
ー
ス
を
設
け
た
ほ
か
、「
山

口
市
に
関
す
る
ク
イ
ズ
大
会
」

を
開
催
。
賞
品
の
山
口
旅
行
券

を
競
い
先
着
順
で
２
０
０
人
が

大
会
に
参
加
し
た
。
参
加
者
の

中
に
は
事
前
に
山
口
市
に
つ
い

て
勉
強
し
て
き
た
と
い
う
人
も

多
く
、
結
果
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

在
住
の
清
川
仁
さ
ん
が
優
勝
し

山
口
行
き
の
切
符
を
手
に
し

た
。
清
川
さ
ん
は
「
山
口
市
の

こ
と
を
か
な
り
勉
強
し
て
き
た

が
、
ま
さ
か
自
分
が
優
勝
す
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
喜
び

を
噛
み
締
め
た
。 

　

ま
た
、
昨
年
に
続
き
「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
わ
ん
こ
そ
ば
大
会
」

を
開
催
。
盛
岡
の
老
舗
蕎
麦
店

「
東
家
」
の
馬
場
暁
彦
社
長
が

今
年
も
参
加
し
大
会
を
盛
り
上

げ
た
。
事
前
の
参
加
希
望
者
が

２
０
０
人
以
上
も
あ
る
人
気
の

大
会
で
、
く
じ
引
き
に
よ
り
選

ば
れ
た
12
人
が
わ
ん
こ
そ
ば
の

早
食
い
に
挑
ん
だ
。
優
勝
し
た

の
は
１
分
間
に
31
杯
を
食
べ
た

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
在
住
の
ギ
ャ
リ

ー
・
チ
ェ
ン
さ
ん
。
チ
ェ
ン
さ

ん
は
昨
年
も
同
大
会
で
優
勝
し

２
年
連
続
の
受
賞
と
な
っ
た
。

「
賞
品
の
日
本
往
復
航
空
券
で

ま
た
盛
岡
に
行
き
た
い
」
と
す

っ
か
り
盛
岡
の
虜
に
な
っ
た
様

子
。
さ
ら
に
、
昨
年
の
「
盛
岡

さ
ん
さ
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

優
勝
者
の
オ
ル
ワ
ペ
ル
ミ
・
オ

ロ
イ
デ
さ
ん
も
特
別
ゲ
ス
ト
と

し
て
参
加
し
今
年
も
民
舞
座
と

一
緒
に
さ
ん
さ
を
踊
る
な
ど
、

日
本
各
地
の
文
化
を
紹
介
す
る

郷
土
色
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
、今
年
の
夏
を
締
め
括
っ
た
。

2年連続優勝のギャリー・チェンさん

山口クイズ大会では豪華賞品を進呈

盆踊りで会場は大盛り上がり　（写真は全て植山慎太郎撮影）

人気イベントの盛岡わんこそば大会 

盛
岡
の
郷
土
芸
能
や
山
口
を
紹
介

山
口
行
き

ク
イ
ズ
大
会

第４回ジャパンビレッジ

夏祭り大盛況
わんこそば大会も

https://kj-artist.jp/
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ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第105回例会/令和6年9月例会
開催日：令和6年9月19日(木曜日)
会場：日系人会ホール（49 West 45th Street, 5th 
Floor, New York, NY 10036） 
演題：天皇と日本人
　　　―御製にみる君臣一体の国柄― 
開場：17:45 (講演開始までは軽飲食) 
時間：18:30 ～20：30　(途中休憩含む） 
講師：高崎　康裕(会長)
会費：一般会費30ドル(会員20ドル)　
初回参加無料  
問い合わせ先：Eメール 
　　　　　　　rekishikenkyuny@gmail.com

和歌という文芸様式は言葉と作者の存在が緊密
に一体化し、言葉が否応なく作者そのものを表
しているという特性がある。
歴代天皇の和歌(御製)にもその原理は貫かれてお
り、むしろその御製自体がその御代の精神その
ものと言えるのではないか。
今回は、近代国家建設に向けた明治の歩みや大
東亜戦争開戦からの国家の苦闘の時代を、明治
天皇や昭和天皇がその折々に詠まれた御製を通
して振り返る。 

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

山内照夫医師

山内栄子医師

ふらっとウェビナー
医療や病院について
21日にオンラインで

乳
が
ん
早
期
発
見
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
第
18
回
秋
の

ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で
10
月
６
日

（
日
）
一
般
社
団
法
人
日
本
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
協
会
代

表
理
事
で
司
法
書
士
の
山
口
里

美
さ
ん
が
、
午
後
１
時
か
ら
２

時
ま
で
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
館
で
第

１
部
「
最
新
版
！
！
日
本
へ
の

永
住
帰
国
に
向
け
、
抑
え
た
い

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！
」、
午
後

２
時
15
分
か
ら
２
時
45
分
ま
で

第
２
部
「
安
心
ラ
イ
フ
！
チ
ェ

ッ
ク
ノ
ー
ト
で
万
全
対
策
」
と

題
す
る
対
面
講
演
会
を
開
催
す

る
。
こ
の
講
演
は
、
日
本
で
活

躍
す
る
専
門
家
を
紹
介
す
る
サ

イ
ト
「
マ
イ
ベ
ス
ト
プ
ロ
」
を

運
営
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ン

ド
（
河
本
扶
美
子
代
表
）
の
協

力
で
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
企
画
と
し
て
２
０
１
８

年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
が

今
回
は
５
年
ぶ
り
の
対
面
式
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
す
る
。

公
演
の
あ
と
に
は
、
個
別
相
談

会
（
限
定
３
名
先
着
順
）
が

あ
る
。
申
し
込
み
は
、
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ
メ
ー
ルinfo@jaany.org

「日本への永住帰国」
大切な７つのポイント
10月6日JAAで対面講演会

司法書士の
山口さん来米

　

ハ
リ
ス
氏
と
ト
ラ
ン
プ
氏
の

両
大
統
領
候
補
は
と
も
に
チ
ッ

プ
収
入
の
所
得
税
免
除
を
掲
げ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
チ
ッ
プ
依

存
に
よ
り
労
働
者
を
返
っ
て
弱

い
立
場
に
お
く
可
能
性
が
あ
る

と
８
月
31
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
が
報
じ
た
。
政

治
的
立
場
を
問
わ
ず
経
済
学
者

た
ち
は
、
こ
の
税
制
を
酷
評

し
、
低
賃
金
労
働
者
の
一
群
を

他
の
労
働
者
よ
り
優
遇
す
る
不

公
平
な
も
の
で
あ
り
、
予
期
せ

ぬ
結
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
が

あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
現

在
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
ほ
か

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
や
街
角
の

様
々
な
店
、
自
動
車
修
理
工
場

な
ど
で
も
チ
ッ
プ
を
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
で
の
支
払
い
の
普
及

で
映
画
館
や
空
港
の
売
店
、
診

療
所
で
も
チ
ッ
プ
欄
が
あ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
現
在
チ
ッ
プ
を

受
け
取
っ
て
い
る
小
売
店
の
割

合
は
２
０
１
９
年
の
倍
の
６
・

５
％
と
な
っ
て
い
る
。
両
大
統

領
候
補
の
チ
ッ
プ
所
得
税
免
除

と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
ネ
バ
ダ

州
の
調
理
労
働
者
組
合
や
全
米

レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
な
ど
の
業
界

団
体
の
支
持
を
す
ぐ
に
獲
得
し

た
が
、
経
済
学
者
た
ち
は
、
こ

の
提
案
は
年
収
10
万
ド
ル
を
超

え
る
よ
う
な
高
収
入
（
そ
の
ほ

ど
ん
ど
が
チ
ッ
プ
）
の
ウ
エ
イ

タ
ー
、
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
に
大
幅

な
減
税
を
与
え
る
一
方
で
、
厨

房
や
他
の
産
業
で
働
く
低
賃
金

労
働
者
に
は
ほ
ど
ん
ど
何
の
恩

恵
も
与
え
な
い
と
指
摘
し
て
い

る
。
免
除
に
は
払
う
方
に
は
ど

の
よ
う
な
恩
恵
が
あ
る
の
か
と

い
う
視
点
が
欠
如
し
て
い
る
。

チ
ッ
プ
収
入
所
得
税
免
除
は

恩
恵
を
も
た
ら
す
か
否
か
？

ク
ー
パ
ー
・
ユ
ニ
オ
ン
大

授
業
料
無
料
制
度
が
復
活

　

私
立
名
門
校
ク
ー
パ
ー
・
ユ

ニ
オ
ン
大
学
は
３
日
、
学
費
を

無
料
に
す
る
と
発
表
し
た
。
す

で
に
授
業
料
を
払
っ
て
い
る
在

校
生
に
も
払
い
戻
し
さ
れ
る
。

大
学
の
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
年

次
集
会
で
発
表
さ
れ
、
集
ま
っ

在
米
日
本
人
の
健
康
と
医
療
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
米
国
非
営
利

団
体
「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
・
ふ
ら
っ

と
」
は
21
日
（
土
）
午
後
２
時

か
ら
、
第
１
回
「
ア
メ
リ
カ
生

活
に
必
要
な
医
療
知
識
」
と
題

し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
同
団
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
ロ
ン
グ
容
子
さ
ん

と
、
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
荻
本
佳
代

子
さ
ん
が
、
米
国
で
生
活
す

る
な
か
で
医
師
や
病
院
に
つ

い
て
説
明
す
る
。
参
加
費
無

料
。
申
し
込
み
締
め
切
り
は

18
日
（
水
）。
参
加
登
録
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

docs.google.com/forms/
d/e/1FAIpQLSeW

dc0384
olYM

LNzezALGrVLefTrrp
5X-527YgAooB6Mw5TLg/
viewform

を
参
照
。

た
学
生
た
ち
か
ら
は
喜
び
の
声

が
聞
か
れ
た
。
同
大
学
は
授
業

料
無
料
の
大
学
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
が
、
10
年
ほ
ど
前
に
財

政
難
に
陥
り
２
０
１
４
年
度
か

ら
授
業
料
を
徴
収
し
て
い
た
。

こ
の
計
画
で
は
２
０
２
８
年
ま

で
に
年
ま
で
に
全
学
部
生
の
授

業
料
を
再
び
無
料
に
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、今
年
の
夏
、

卒
業
生
３
人
か
ら
６
０
０
万
ド

ル
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
早
く
実

施
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
５
回
乳
が
ん
早
期
発
見
啓

発
セ
ミ
ナ
ー@

ウ
エ
ス
ト
コ

ー
ス
ト
ハ
ワ
イ
が
29
日
（
日
）

午
後
４
時
か
ら
６
時
30
分
ま

で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ミ
ヤ

コ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ホ
テ
ル
で
の

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
て

開
催
さ
れ
る
。（
主
催
：
Ｂ
Ｃ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
共
催
：
Ｂ
Ｃ

シ
ス
タ
ー
ズ
、
主
婦
ソ
サ
エ
テ

ィ
ー
オ
ブ
ハ
ワ
イ
、
後
援
：
在

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
日
本
領
事
館
）

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
会
場
に
は

ハ
ワ
イ
大
学
が
ん
セ
ン
タ
ー
の

山
内
照
夫
医
師（
腫
瘍
内
科
医
、

同
セ
ン
タ
ー
教
授
、
ク
イ
ー
ン

ズ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
腫
瘍

内
科
医
）と
山
内
英
子
医
師（
乳

腺
外
科
医
、同
セ
ン
タ
ー
教
授
、

ク
イ
ー
ン
ズ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
乳
腺
外
科
）
が
ホ
ノ
ル
ル

か
ら
来
訪
す
る
。
山
内
医
師
は

「
乳
が
ん
の
検
査
と
治
療
：
遺

伝
検
査
と
遺
伝
子
検
査
」
と
題

し
た
講
演
を
、山
内
医
師
は「
知

っ
て
い
ま
す
か
？
乳
が
ん
の
こ

と
：
検
診
、
そ
し
て
も
し
病
気

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
！
」
と

題
し
た
講
演
を
行
う
。
司
会
進

行
は
久
下
香
織
子
キ
ャ
ス
タ
ー

（
米
国
フ
ジ
テ
レ
ビ
）。

　

参
加
費
無
料
。
参
加
申
し

込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttp://bcnetwork.org/
event/202409/index.html

を
参
照
す
る
。

https://america-keitai.com/
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeWdc0384olYMLNzezALGrVLefTrrp5X-527YgAooB6Mw5TLg/viewform
http://bcnetwork.org/event/202409/index.html
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ピ
ザ
箱
専
用
の
ゴ
ミ
箱

ネ
ズ
ミ
対
策
で
公
園
に
設
置

健
康
・
福
祉
団
体
を
支
援

応
募
を
受
け
付
け
中

ュ
ニ
テ
ィ
の
精
神
的
な
健
康
増

進
に
大
き
く
貢
献
す
る
団
体
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
こ
と
が
条

件
。
応
募
締
め
切
り
は
10
月
25

日
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.jmsa.org/ja/

を
参
照
す
る
。

　

ま
た
、
9
月
13
日
（
金
）
午

後
6
時
（
カ
ク
テ
ル
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
）
午
後
7
時
（
エ
ン
タ
テ

イ
ン
メ
ン
ト
＆
デ
ィ
ナ
ー
）
か

ら
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ク
ラ

ブ
で
第
52
回
年
次
晩
餐
会
を
開

催
す
る
。

　

１
週
間
ほ
ど
前

に
、
私
の
住
む
町
で

大
き
な
自
動
車
事
故

が
あ
っ
た
。
中
規
模

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
駐
車
場

に
一
台
の
車
が

猛
ス
ピ
ー
ド
で

突
っ
込
み
、
大

木
を
な
ぎ
倒

し
、
停
め
ら
れ

て
い
た
車
に

次
々
と
衝
突
、
最
終
的
に

は
6
台
の
車
を
損
傷
さ
せ

た
後
に
停
車
、
ド
ラ
イ
バ

ー
は
死
亡
し
た
。
他
の
死

者
、
怪
我
人
は
幸
い
出
な

か
っ
た
。
私
は
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
店
内
で
買
い

物
を
し
て
い
た
が
、
驚
い

て
外
に
出
る
と
、
横
が
へ

こ
み
、
リ
ア
バ
ン
パ
ー
が

引
き
剥
が
さ
れ
た
私
の
車

の
す
ぐ
横
に
、
事
故
を
引

き
起
こ
し
た
車
が
停
ま
っ
て
い

た
。
事
故
発
生
後
に
1
万
人
近

く
の
登
録
メ
ン
バ
ー
を
有
す
る

地
元
のFacebook

グ
ル
ー
プ

に
は
様
々
な
写
真
や
、
出
所
不

明
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
も
の
と
思
わ
れ

る
動
画
、
運
転
手
の
健
康
状
態

を
巡
る
憶
測
等
が
溢
れ
、
グ
ル

ー
プ
の
管
理
人
は
、
同
事
故
に

関
連
す
る
投
稿
な
ら
び
に
コ
メ

ン
ト
を
全
て
削
除
す
る
判
断
を

下
し
た
。
削
除
判
断
の
決
め
手

と
な
っ
た
の
は
、
あ
る
ユ
ー
ザ

ー
に
よ
る
、
心
無
い
コ
メ
ン
ト

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
私
は
推

測
し
て
い
る
。「
車
が
突
っ
込

ん
だ
の
が
、
Ｘ
Ｘ
レ
ス
ト
ラ
ン

じ
ゃ
無
く
て
良
か
っ
た
よ
。
あ

そ
こ
は
俺
の
お
気
に
入
り
な
ん

だ
。」
こ
れ
を
読
ん
で
、
私
は

同
グ
ル
ー
プ
を
退
会
す
る
事
を

決
め
た
。
特
に
コ
ロ
ナ
以
降
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
荒
れ
て
い

た
の
で
潮
時
は
感
じ
て
い
た
の

だ
が
、
今
回
の
一
件
が
決
め
手

と
な
っ
た
。
地
元
情
報
が
入
り

づ
ら
く
な
る
の
は
不
便
だ

が
、
精
神
衛
生
上
、
限
界

を
感
じ
た
。
不
特
定
多
数

の
人
間
が
集
ま
る
ネ
ッ

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

は
、
ほ
ぼ
必
ず
と
言
っ
て

良
い
ほ
ど
、
精
神
状
態
が

不
安
定
な
人
や
、
極
め
て

攻
撃
的
な
人
が
見
受
け
ら

れ
る
。
そ
れ
で
も
多
く
の

人
が
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
で
赤
の
他
人
と
繋
が

る
利
便
性
や
楽
し
さ
を
求

め
る
。
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
の
は
利
便
さ
と
引
き
換

え
な
の
だ
ろ
う
。
ち
ょ
う

ど
良
い
機
会
な
の
で
、
今

ま
で
気
の
向
く
ま
ま
に
入

っ
て
き
た
グ
ル
ー
プ
全
て

か
ら
一
度
退
会
す
る
断
捨
離
を

し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
リ

セ
ッ
ト
す
れ
ば
、
少
し
は
気

持
ち
が
楽
に
な
る
か
も
知
れ

な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、

Facebook

創
設
者
の
ザ

ッ
カ
ー
バ
ー
グ
は
、
大
学

時
代
に
同
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
た
時
に
、
こ
ん
な
に

ダ
ー
ク
な
オ
ン
ラ
イ
ン
社

会
が
出
来
る
と
想
定
し
て

い
た
だ
ろ
う
か
？
（
え
が

わ
・
な
か
ば
／
デ
ジ
タ
ル

メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）
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米
国
日
本
人
医
師
会
（
Ｊ

Ｍ
Ｓ
Ａ
）
は
２
０
２
４
年
度

の
「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
グ
ラ
ン
ト
」

（「
２
０
２
４
年
日
系
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」）
の
応
募
受
付
を
実
施

し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
グ
ラ
ン
ト
は
、
日

系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
康
、
福

祉
、
生
活
向
上
の
た
め
に
支
援

活
動
を
し
て
い
る
中
小
規
模
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
グ
ル

ー
プ
に
対
し
て
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
が

２
０
０
７
年
か
ら
行
っ
て
い
る

経
費
補
助
グ
ラ
ン
ト
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
助
成
の
対
象
と
な
る
の

は
、
医
療
、
心
理
、
社
会
的
サ

ポ
ー
ト
を
提
供
し
、
日
系
コ
ミ

　

個
人
金
融
管
理
情
報
サ
イ
ト

の
ウ
ォ
レ
ッ
ト
ハ
ブ
は
、
米
国

で
最
も
楽
し
め
る
州
ラ
ン
キ
ン

グ
を
発
表
し
た
。同
サ
イ
ト
は
、

各
州
の
人
口
ひ
と
り
当
た
り
の

娯
楽
と
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
の
施
設

数
、
ま
た
費
用
と
ア
ク
セ
ス
の

し
や
す
さ
を
比
較
し
、
１
位
に

は
フ
ロ
リ
ダ
州
が
選
ば
れ
た
。

２
位
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、

３
位
は
ネ
バ
ダ
州
。
Ｎ
Ｙ
州
は

４
位
だ
っ
た
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン

米国日本人
医師会

　

Ｎ
Ｙ
市
公
園
局
の
ス
ー
・
ド

ノ
ヒ
ュ
ー
局
長
は
８
月
31
日
、

同
市
が
強
化
し
て
い
る
ネ
ズ
ミ

駆
除
対
策
の
一
環
と
し
て
、
ピ

ザ
箱
専
用
の
ゴ
ミ
箱
を
設
置
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

通
常
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ら
れ

る
ピ
ザ
箱
の
食
べ
残
し
は
、
ネ

ズ
ミ
の
恰
好
の
餌
と
な
る
。「
空

の
ピ
ザ
箱
の
み
」
と
注
意
書
き

さ
れ
た
、
ち
ょ
う
ど
ピ
ザ
箱
が

収
ま
る
正
四
角
柱
の
同
ゴ
ミ
箱

は
、
す
で
に
８
月
初
旬
に
グ
リ

ニ
ッ
ジ
ビ
レ
ッ
ジ
の
フ
ァ
ー
ザ

ー
・
デ
モ
・
ス
ク
エ
ア
ほ
か
６

か
所
に
設
置
さ
れ
、
今
後
、
同

市
内
の
公
園
を
中
心
に
設
置
を

進
め
る
。
同
ゴ
ミ
箱
の
費
用
は

１
台
約
９
５
０
ド
ル
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
今
年
５
月
に
は
、

　

と
劇
場
数
、
カ
ジ
ノ
と
遊
園
地

数
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
１
位
、

映
画
館
数
は
３
位
、
ジ
ム
、
ゴ

ル
フ
場
数
は
４
位
だ
っ
た
。

　

同
サ
イ
ト
は
「
楽
し
め
る
施

設
が
多
い
環
境
は
心
身
共
に
健

康
を
促
進
し
、
市
民
は
活
動

的
、
社
交
的
な
生
活
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
、
旅
行
者
は
限

ら
れ
た
滞
在
時
間
内
で
多
く
を

満
喫
で
き
る
」
と
解
説
し
て
い

る
。
米
国
人
が
娯
楽
に
費
や
す

ひ
と
り
当
た
り
の
平
均
支
出
は

年
間
３
５
６
８
ド
ル
、
月
額
は

２
９
７
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

同
ラ
ン
キ
ン
グ
の
最
下
位
は
ウ

エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
、
次

い
で
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
州
、
デ
ラ

ウ
ェ
ア
州
だ
っ
た
。

最も楽しめる
州ランキング

↓

NY州は４位

　

今
回
の
自
民
党
総
裁
選
で
、

小
泉
進
次
郎
氏
が
有
力
視
さ
れ

て
い
る
。
現
時
点
で
は
ま
だ
情

勢
は
流
動
的
だ
が
、
総
選
挙
が

総
裁
選
の
直
後
に
行
わ
れ
る
と

す
る
と
、「
選
挙
に
勝
て
る
旗

印
」
を
担
ぐ
と
い
う
の
は
自
民

党
の
衆
議
院
議
員
の
大
原
則

だ
。
そ
う
考
え
る
と
、
知
名
度

抜
群
の
小
泉
氏
が
有
利
と
い
う

見
方
が
あ
る
の
も
不
思
議
は
な

い
。

　

父
と
子
で
は
思
想
も
政
策
も

異
な
る
が
、
今
回
の
進
次
郎
氏

の
場
合
も
20
年
前
の
父
の
純
一

郎
氏
同
様
に
、
改
革
を
前
面
に

打
ち
出
し
て
選
挙
戦
を
戦
う
と

い
う
点
で
は
、
極
め
て
類
似
し

た
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
。
な
ら

ば
、
今
こ
の
時
点
で
２
０
０
１

年
に
始
ま
っ
た
小
泉
純
一
郎
政

権
に
よ
る
「
小
泉
改
革
」
に
つ

い
て
、
改
め
て
評
価
を
し
て
お

く
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
小
泉
改
革
の
大
き
な

目
玉
は
郵
政
民
営
化
で
あ
っ

た
。
国
の
事
業
と
し
て
郵
政
省

に
よ
る
郵
便
事
業
が
あ
り
、
そ

こ
に
併
設
さ
れ
る
形
で
郵
便
貯

金
と
簡
易
保
険
が
あ
る
と
い
う

の
は
、
明
治
・
大
正
以
来
の
日

本
の
伝
統
で
あ
っ
た
。
小
泉
氏

は
、
こ
れ
に
対
し
て
ま
ず
地
方

の
特
定
郵
便
局
の
局
長
ポ
ス
ト

が
世
襲
さ
れ
て
い
る
の
は
特
権

的
だ
と
批
判
、
こ
の
種
の
グ
ル

ー
プ
を
既
得
権
益
、
抵
抗
勢
力

と
し
て
敵
視
す
る
作
戦
を
取
っ

た
。
更
に
は
郵
便
事
業
や
簡
易

保
険
は
民
間
と
競
争
し
て
切
磋

琢
磨
す
べ
き
で
あ
る
し
、
郵
便

貯
金
も
民
営
と
す
る
こ
と
で
巨

額
の
個
人
金
融
資
産
を
民
間
の

産
業
活
性
化
の
資
金
に
回
す
こ

と
が
経
済
成
長
に
必
要
だ
と
し

た
。

　

こ
の
郵
政
民
営
化
に
つ
い

て
、小
泉
純
一
郎
総
理
（
当
時
）

は
徹
底
し
て
こ
だ
わ
り
、
郵
政

解
散
と
呼
ば
れ
る
２
０
０
５
年

の
選
挙
で
は
反
対
す
る
議
員
か

ら
は
公
認
を
剥
奪
し
た
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
そ
の
選
挙
区
に
は

刺
客
を
立
て
て
議
席
を
奪
う
こ

と
ま
で
や
っ
た
。
そ
の
結
果
、

民
営
化
の
法
案
は
可
決
さ
れ

て
、
最
終
的
に
３
つ
の
民
間
会

社
、
す
な
わ
ち
日
本
郵
便
、
か

ん
ぽ
生
命
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
が

発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

れ
か
ら
20
年
以
上
を
経
た
現

在
、
こ
の
３
社
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も

順
調
で
は
な
い
。

　

何
よ
り
も
、
郵
便
事
業
と
し

て
は
Ｅ
コ
マ
ー
ス
の
直
接
販
売

に
お
い
て
は
全
く
成
功
し
な
か

っ
た
。
外
資
が
節
税
ス
キ
ー
ム

を
享
受
し
な
が
ら
巨
額
の
資
金

を
投
下
し
つ
つ
小
売
業
を
一
変

さ
せ
る
の
を
見
て
い
る
だ
け
の

20
年
と
言
っ
て
良
い
。
日
本
郵

便
を
含
め
た
国
内
勢
力
が
対
抗

す
る
に
は
規
制
が
邪
魔
を
し
た

し
、
そ
も
そ
も
Ｅ
コ
マ
ー
ス
に

よ
る
小
売
業
と
物
流
の
改
革
を

先
導
す
る
と
い
う
気
概
も
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
か
ん
ぽ
事
業

に
つ
い
て
も
、
競
争
に
さ
ら
さ

れ
る
中
で
迷
走
し
て
い
る
。
問

題
は
郵
貯
で
、
結
局
の
と
こ
ろ

リ
ス
ク
選
好
マ
ネ
ー
を
創
出
し

て
経
済
成
長
の
原
資
と
す
る
と

い
う
構
想
は
全
く
結
果
を
産
ん

で
い
な
い
。

　

更
に
「
小
泉
改
革
」
と
し
て

有
名
な
の
は
、
派
遣
業
法
を
改

正
し
て
一
般
の
事
務
仕
事
を
幅

広
く
人
材
派
遣
の
対
象
と
し
た

こ
と
で
あ
る
。多
く
の
論
者
が
、

こ
の
改
正
に
よ
り
非
正
規
労
働

が
広
ま
り
、
結
果
的
に
日
本
の

給
与
水
準
が
低
く
抑
え
ら
れ
た

と
い
う
評
価
を
し
て
い
る
。
こ

れ
は
順
序
が
異
な
る
。
派
遣
労

働
の
規
制
緩
和
が
起
き
た
か
ら

給
与
水
準
が
下
が
っ
た
の
で
は

な
く
、
そ
も
そ
も
日
本
経
済
の

競
争
力
、
付
加
価
値
創
出
の
能

力
が
下
が
っ
た
の
で
事
務
部
門

の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

　

更
に
言
え
ば
、
事
務
部
門
は

本
当
に
効
率
化
さ
れ
た
の
で
は

な
か
っ
た
。
安
価
な
派
遣
労
働

に
頼
る
こ
と
で
、
紙
と
ハ
ン
コ

と
日
本
語
に
縛
ら
れ
た
非
効
率

な
業
務
は
温
存
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
今
に
至
る
日
本
経
済
の
生

産
性
の
低
さ
と
い
う
の
は
、
こ

の
た
め
だ
と
も
言
え
る
。
そ
の

意
味
で
、
当
時
の
小
泉
改
革
を

主
導
し
た
竹
中
平
蔵
氏
の
こ
と

を
、
労
働
者
の
敵
で
あ
る
か
の

よ
う
に
糾
弾
す
る
の
は
お
門
違

い
だ
と
思
う
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
小
泉
純
一

郎
政
権
に
よ
る
「
小
泉
改
革
」

と
い
う
の
は
、
時
代
の
変
遷
を

受
け
た
必
要
な
改
革
に
成
功
し

た
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
分
か

る
。
郵
政
民
営
化
は
改
革
と
し

て
上
滑
り
し
て
お
り
、
経
済
成

長
へ
の
寄
与
は
限
定
的
で
あ
っ

た
。
派
遣
労
働
の
緩
和
に
至
っ

て
は
、
日
本
経
済
の
低
生
産
性

を
延
命
し
た
と
い
う
意
味
で
、

守
旧
派
的
な
逆
行
で
あ
っ
た
と

す
ら
言
え
る
。
つ
ま
り
、
痛
み

を
伴
う
改
革
を
実
行
し
た
と
い

っ
て
も
、
改
革
の
真
の
目
的
を

定
め
て
確
実
に
成
果
を
得
る
と

い
う
意
味
で
は
、
歴
史
的
な
評

価
と
し
て
合
格
点
に
は
程
遠

い
。

　

で
は
、
今
回
の
「
進
次
郎
改

革
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
選

択
式
夫
婦
別
姓
に
関
し
て
は
、

時
代
の
趨
勢
に
乗
る
だ
け
で
当

然
の
行
動
で
あ
り
改
革
と
は
言

え
な
い
し
、
政
策
活
動
費
や
、

旧
文
通
費
の
改
革
に
至
っ
て
は

こ
れ
ま
た
当
然
過
ぎ
る
話
だ
。

問
題
は
、解
雇
規
制
の
緩
和
だ
。

成
功
さ
せ
る
に
は
、
労
働
市
場

の
流
動
化
、
学
び
直
し
の
体
制

づ
く
り
な
ど
総
合
的
な
施
策
が

必
要
だ
。
単
に
各
企
業
が
要
員

を
カ
ッ
ト
し
、
多
く
の
職
種
が

ブ
ラ
ッ
ク
化
す
る
よ
う
で
は
生

産
性
は
下
が
る
だ
け
だ
。
父
純

一
郎
氏
の
改
革
と
は
違
い
、
ま

さ
に
「
ダ
イ
レ
ク
ト
に
痛
み
を

伴
う
」
だ
け
に
失
敗
は
許
さ
れ

な
い
と
も
言
え
る
。
そ
の
意
味

で
、
進
次
郎
氏
に
は
純
一
郎
氏

の
「
失
敗
」
に
学
び
、
同
じ
轍

を
踏
ま
な
い
だ
け
の
覚
悟
と
知

恵
が
必
要
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

進
次
郎
氏
出
馬
、
父
純
一
郎
氏
の
「
小
泉
改
革
」
を
検
証
す
る

セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
管
理
委

員
会
が
同
公
園
内
に
、
ピ
ザ
ボ

ッ
ク
ス
専
用
の
リ
サ
イ
ク
ル
箱

を
設
置
し
て
い
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
に
沿
っ
て
サ
イ
ク

リ
ン
グ
と
歩
行
者
専
用
の
道
を

整
備
す
る
計
画
の
一
環
と
し

て
、
国
連
本
部
近
く
の
「
イ
ー

ス
ト
リ
バ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ

イ
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

経
済
開
発
公
社
（
Ｅ
Ｄ
Ｃ
）

は
、
東
41
丁
目
か
ら
東
53
丁
目

の
間
の
水
路
上
に
遊
歩
道
を
建

設
す
る
た
め
の
請
負
業
者
を
募

集
し
て
い
る
。
２
０
２
８
年
末

ま
で
に
完
成
す
る
予
定
で
、
費

用
は
1
億
2
０
０
０
万
ド
ル
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
は
ハ
ー
レ

ム
川
沿
い
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ

の
延
長
や
、
東
94
丁
目
か
ら
東

１
２
４
丁
目
ま
で
の
老
朽
化
し

た
エ
リ
ア
の
再
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
市
交
通

局
は
来
年
ま
で
に
、
東
40
丁
目

か
ら
49
丁
目
の
間
の
フ
ァ
ー
ス

ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
ト
ン
ネ
ル
に

自
転
車
専
用
道
路
を
設
置
す
る

計
画
だ
。

歩
行
者
と
自
転
車

専
用
道
路
建
設

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://goldsteinvisa.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://www.jmsa.org/ja/
https://www.jmsa.org/ja/
https://www.jmsa.org/ja/
https://www.jmsa.org/ja/
https://www.jmsa.org/ja/
http://www.egawanakaba.com
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今
回
は
Ｊ
‐
１
ビ
ザ
に
関
す

る
少
し
コ
ア
で
す
が
対
象
者
に

と
っ
て
役
立
つ
情
報
に
な
り
ま

す
。
Ｊ
‐
１
ビ
ザ
は
文
化
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
人
の

た
め
の
ビ
ザ
で
あ
り
、
学
生
、

学
者
、
研
究
者
、
医
療
専
門
家

を
含
む
幅
広
い
参
加
者
が
含
ま

れ
ま
す
。
一
部
の
Ｊ
‐
１
ビ
ザ

保
持
者
は
２
年
間
の
居
住
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
特
定
の
米
国
ビ
ザ
や
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
申
請
す
る
前

に
２
年
間
母
国
に
戻
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
下
に
あ
て

は
ま
る
人
は
規
則
の
対
象
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
：
Ｊ
‐
１

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
米
国
政
府
ま
た

は
母
国
政
府
に
よ
っ
て
資
金
提

供
さ
れ
て
い
る
場
合
。
米
国
国

務
省
の
母
国
の
技
能
リ
ス
ト
に

あ
な
た
の
技
能
が
記
載
さ
れ
て

い
る
場
合
。
Ｊ
‐
１
ビ
ザ
の
下

で
大
学
院
レ
ベ
ル
の
医
療
教
育

ま
た
は
訓
練
を
受
け
た
場
合
、

等
で
す
。

　

米
国
市
民
と
の
結
婚
は
通
常

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
へ
の
簡
単
な

道
筋
を
提
供
し
ま
す
が
居
住
要

件
を
持
つ
Ｊ
‐
１
ビ
ザ
保
持
者

に
と
っ
て
道
筋
が
複
雑
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
考
慮
す
べ
き
戦

略
と
し
て
、
免
除
を
申
請
す
る

こ
と
が
こ
の
障
害
を
克
服
す
る

一
般
的
な
方
法
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
免
除
を
申
請
す
る
に

は
以
下
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
異
議
な
し
声
明: 

母

国
が
免
除
に
異
議
を
唱
え
な
い

と
い
う
声
明
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
例
外
的
な
困
難

: 

居
住
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

米
国
市
民
や
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド

保
持
者
の
配
偶
者
や
子
供
に
過

度
の
困
難
を
引
き
起
こ
す
こ
と

を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
免

除
の
対
象
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
迫
害
の
懸
念: 

母
国
に

戻
る
際
に
迫
害
を
恐
れ
て
い
る

場
合
、
免
除
の
理
由
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
の
申
請
を

開
始
す
る
前
に
、
す
べ
て
の
要

件
と
潜
在
的
な
障
害
を
理
解
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
移
民
専

門
家
に
相
談
し
書
類
が
正
し
く

準
備
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
提
出
す
る
資
料
が
す

べ
て
必
要
で
あ
り
証
拠
に
な
り

う
る
も
の
で
あ
る
か
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
Ｊ
‐
１
ビ

ザ
か
ら
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
へ
の

移
行
の
際
、
２
年
間
の
居
住
要

件
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
場
合

は
困
難
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
正
し
い
情
報
と
指
導
を

受
け
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
複

雑
さ
を
う
ま
く
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

Ｊ
‐
１
ビ
ザ
保
持
者
が
米
国

市
民
と
結
婚
す
る
と
き
に
起

き
る
問
題
と
解
決
方
法

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
バ
レ
エ

（
旧
キ
エ
フ
・
バ
レ
エ
）
の
Ｎ

Ｙ
公
演
が
10
月
15
日
（
火
）
と

16
日
（
水
）
の
２
日
間
、
午
後

７
時
30
分
か
ら
シ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー（
西
55
丁
目
１
３
１
番
地
）

に
て
開
催
さ
れ
る
。
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
解
体
後
30
年
以
上
ぶ
り
と

な
る
米
国
ツ
ア
ー
で
、
キ
ー
ウ

の
歴
史
的
な
タ
ラ
ス
・
シ
ェ
フ

チ
ェ
ン
コ
国
立
歌
劇
場
か
ら
来

米
し
「
瀕
死
の
白
鳥
」「
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
」「
ジ
ゼ
ル 

」
な
ど

を
上
演
す
る
。
ま
た
、
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
華
や
か
な
民
族
衣

装
を
ま
と
っ
た
44
人
の
シ
ュ
ム

カ
・
ダ
ン
サ
ー
ズ
が
、
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
な
振
り
付
け
の
民
族
舞

踊
を
披
露
す
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
バ
レ
エ
と

い
え
ば
、
日
本
人
の
寺
田
宣
弘

氏
が
キ
エ
フ
・
バ
レ
エ
で
バ
レ

エ
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
後
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
バ
レ
エ
芸
術

監
督
に
就
任
し
た
こ
と
で
日
本

で
話
題
と
な
っ
た
。
米
国
ツ
ア

ー
は
10
月
８
日
の
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
を
皮
切
り
に
、
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
、
ボ
ス
ト
ン
、
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
（
Ｎ
Ｊ
州
）、
マ

イ
ア
ミ
等
を
巡
る
。
こ
の
ツ
ア

ー
は
、
ロ
シ
ア
侵
攻
に
勇
敢
に

立
ち
向
か
う
戦
火
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
支
援
す
る
と
い
う
大
き
な

目
的
も
あ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入

や
グ
ッ
ズ
販
売
、
個
人
か
ら
の

寄
付
な
ど
、
収
益
の
一
部
は
戦

争
で
被
害
を
受
け
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
家
族
の
生
活
を
回
復

し
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
組
織

HUMANITE

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

ハ
ウ
ス
に
寄
付
さ
れ
る
。

　

入
場
料
は
45
ド
ル

〜
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

nationalukraineballet.com/

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
バ
レ
エ

Ｎ
Ｙ
公
演
が
10
月
15
日
、
16
日

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
の
８
日
、
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
会
場
で
京
都

大
学
防
災
研
究
所
ア
ー
ト
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
産
学
共
同
研
究
部

門
の
代
表
を
務
め
る
土
佐
尚
子

特
定
教
授
＝
写
真
＝
が
作
品
を

発
表
し
、
歌
舞
伎
の
連
獅
子
の

メ
イ
ク
で
１
２
０
０
万
人
の
フ

ォ
ロ
ー
ワ
ー
を
持
つ
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
推

進
者
、
エ
ル
ト
ン
・
イ
リ
ジ
ア

ー
ニ
が
ラ
ン
ウ
エ
ー
を
歩
い

た
。
土
佐
は
「
彼
に
肩
衣
と
振

袖
が
合
体
し
た
ド
レ
ス
を
着
せ

る
こ
と
で
、
人
種
・
男
女
・
国

籍
を
問
わ
ず
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人

た
ち
も
誰
に
で
も
似
合
う
グ
ロ

ー
バ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ

ル
を
披
露
し
ま
し
た
」
と
話

す
。
日
本
の
美
と
伝
統
文
化
を

保
ち
、
一
方
で
パ
ラ
ボ
リ
ッ
ク

フ
ラ
イ
ト
で
無
重
力
撮
影
や
デ

ジ
タ
ル
を
使
っ
た
ざ
ん
新
な
イ

メ
ー
ジ
を
取
り
入
れ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
ア
ー
ト
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
体
現
し
す
る
コ
ン
セ
プ
ト

を
紹
介
し
、
喝
采
を
浴
び
た
。

　
（
撮
影
・Seine Morisako 

）

土佐尚子が作品披露
NYファッション週間

「誰にでも似合うスタイル」

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

mailto:kyoko5japan@gmail.com
http://kkobo.com/
https://www.licensepower.net/
http://myriverside.net/home
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://nationalukraineballet.com/
https://nationalukraineballet.com/
https://nationalukraineballet.com/
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Stan Culture  熱狂的ファン文化
　　　　　米国でスーパースター（人気抜群の歌手、スポーツ選手など）に関する報道に
頻繁に出てくる言葉がStan Culture。これは、強烈なファン集合体（Fandom)の行
動様式やそれが持つ社会的な影響を意味します。Stanという言葉は、ラップ界の
人気者エミネムが歌にした気狂いファンの名前だそうで、今では名詞としてまた
動詞として、（少々やりすぎな？）熱狂的なファンという意味で使われます。

　いつの時代にも、スーパースターを愛し、憧れる Stanは存在します。しかし、そのファンの集合体が
インスタグラムその他のソーシャル・メディアを介して、社会的、経済的にこれまでになかった多大な影
響力を持ってきたのです。トップスターTaylor Swift の Stanは集合的に Swifties と呼ばれ、彼女の一挙手
一投足がファンを魅了し、彼女の名前がついた商品　（Swiftie Merch) が飛ぶように売れています。Merch
とはMerchandise の短縮形で特定のファン層を対象にした商品のことです。
　11月の大統領選挙が近づくにつれて、スーパースターのビヨンセやテイラー・スウィフトたちがどの
ような発言をするのか、日常会話の大きな話題になっています。Stan Culture が示す若い人々の集団的な、
時に非常識な言動には懸念が示される一方、現実の政治にどのような影響を及ぼすことになるのか・・・
メディアそして選挙関係者は注目しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【281】

 

■
米
語
ウ
ォ
ッ
チ
本
・
第
２
弾
新
発
売
：
旦
英
夫
氏
著
﹁
米
語
ウ
ォ
ッ

チ
・
ア
メ
リ
カ
の
今
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
﹂
Ｐ
Ｈ
Ｐ
刊
は
、

ア
マ
ゾ
ン
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
書
店
で
好
評
販
売
中
。

失
業
率
４
・
３
％
が
世
界
経
済
を
動
か
し
た
。

〜
【
ア
メ
リ
カ
人
事(

Ｒ)

】
で
世
界
経
済
の
行
方
を
予
測
〜

クイックUSA

186

　Payscalse

の
調
査
も
25
年

の
昇
給
予
算
は
３
・
５
％
と
回

答
さ
れ
て
お
り
、
鈍
化
傾
向
が

見
ら
れ
る
。

２
０
２
５
年
米
国
経
済
は
冷
え

込
み
へ

　

米
国
経
済
の
鈍
化
が
多
く
の

雇
用
主
が
財
布
の
ひ
も
を
締
め

る
主
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
Ｗ
Ｔ
Ｗ
の
調

査
に
よ
る
と
、
24
年
に
は
約
５

分
の
２
の
雇
用
主
（
38
％
）
が

人
材
の
確
保
と
維
持
に
苦
労
し

て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
2
年
前
の
57
％
か
ら
約

20
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ

の
調
査
に
よ
る
と
求
人
率
が
減

少
し
、
採
用
率
が
減
少
し
て
い

る
。
22
年
に
求
人
率
７
・３
％
。

採
用
率
４
・
３
％
と
乖
離
が
大

き
く
、
求
人
率
が
大
き
く
上
回

っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
24
年

第
2
四
半
期
は
求
人
率
４
・
８

％
と
ダ
ウ
ン
。
採
用
率
も
３
・

６
％
と
ダ
ウ
ン
し
て
、
そ
の
乖

離
も
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
が
分
か
る
。
辞
職
率
も
下
が

り”Big Stay”

（
多
く
の
従
業

員
が
現
在
に
仕
事
に
留
ま
ろ
う

と
し
て
い
る
）
の
傾
向
が
こ
こ

で
も
見
て
と
れ
る
。

 【
求
人
減
少
】

求
人
率: 

４
・８
％

前
四
半
期
の
５
・
３
％
か
ら
減

少22
年
3
月
の
７
・
３
％
か
ら
減

少10
年
平
均
は
４
・８
％ 

【
採
用
減
少
】

採
用
率: 

３
・６
％

22
年
5
月
の
４
・
３
％
か
ら
減

少10
年
平
均
は
３
・９
％ 

【
辞
職
減
少
】

自
発
的
退
職
率: 

２
・
２
％
22

年
4
月
の
２
・９
％
か
ら
減
少

10
年
平
均
は
２
・３
％

　

全
体
的
に
、
過
去
数
年
間
の

大
規
模
な
辞
職
と
離
職
の
後
、

今
は
求
人
、採
用
と
も
に
減
少
。

従
業
員
は
現
在
の
仕
事
に
留
ま

り”Big Stay”

。
経
済
は
冷
え

込
み
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

山
口 

憲
和

MBA, SHRM-SCP　
Philosophy LLC President
www.919usa.com

米
国
雇
用
統
計　

失
業
率
４
・

３
％
が
世
界
経
済
を
動
か
し
た

　

２
０
２
４
年
8
月
2
日
、
米

国
労
働
省
が
発
表
し
た
失
業

率
は
４
・
３
％
。
こ
の
数
字

の
発
表
が
主
因
と
な
っ
て
世

界
の
株
価
暴
落
を
招
い
た
と

も
言
わ
れ
た
。
米
国
の
失
業

率
は
次
の
リ
ン
ク
（https://

www.bls.gov/charts/
employment-situation/
civilian-unemployment-
rate.htm

）
か
ら
そ
の
推
移
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
失
業
率
だ
け
で
な

く
、
ア
メ
リ
カ
人
事
に
関
連
す

る
報
酬
調
査
も
分
析
し
な
が
ら

25
年
の
経
済
の
行
方
を
予
測
し

て
み
た
い
。

報
酬
予
算
の
伸
び
は
鈍
化
し
て

３
・
５
％
前
後

　

各
企
業
の
25
年
の
報
酬
調
査

を
複
数
の
機
関
、
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
会
社
が
実
施
し
て
い
る

が
、
25
年
の
各
企
業
の
予
算
調

査
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

【
24
年
の
状
況
】

　

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
Ｗ

Ｔ
Ｗ
の
新
し
い
報
告
に
よ
る

と
、
約
３
万
１
０
０
０
の
組
織

を
調
査
し
た
結
果
、
米
国
の
組

織
の
約
半
数
（
47
％
）
が
24
年

の
給
与
予
算
が
前
年
よ
り
低
い

と
報
告
し
て
い
る
。
24
年
の
全

体
的
な
中
央
値
の
賃
上
げ
は

４
・１
％
で
、
23
年
の
同
調
査
、

４
・
５
％
に
比
べ
て
減
少
し
て

い
る
。

　

一
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に

拠
点
を
置
く
報
酬
専
門
の
人

材
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

Empsight

の
予
備
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
24
年
の
給
与
増
加
予

算
は
4
％
で
、
中
央
値
の
業
績

評
価
予
算
は
３
・
５
％
と
さ
れ

て
い
る
。

【
２
０
２
５
年
の
予
測
】

　

Ｗ
Ｔ
Ｗ
の
調
査
に
よ
る
と
、

少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
、
雇
用
主
は
全
体
の
給
与

予
算
増
加
を
さ
ら
に
低
く
設

定
し
て
お
り
、
25
年
に
３
・
９

％
の
上
昇
を
予
測
し
て
い
る
。

Empsight

も
同
様
に
、
25
年

の
総
給
与
増
加
予
算
が
4
％

で
、
中
央
値
の
業
績
評
価
予
算

が
３
・
５
％
に
な
る
と
予
測
し

て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
東
部
地
区
連

邦
検
察
と
連
邦
捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ

Ｉ
）
は
３
日
、
ホ
ウ
ク
ル
州
知

事
の
補
佐
官
な
ど
を
務
め
た
リ

ン
ダ
・
サ
ン
容
疑
者
（
40
）
と

そ
の
夫
ク
リ
ス
・
フ
ー
容
疑
者

（
41
）
を
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

の
自
宅
で
逮
捕
、
起
訴
し
た
。

　

中
国
生
ま
れ
で
米
国
市
民
権

を
持
つ
サ
ン
容
疑
者
は
中
国
政

府
の
代
理
人
と
し
て
中
国
政
府

の
利
益
の
た
め
に
活
動
し
て
い

た
と
さ
れ
、
ビ
ザ
詐
欺
、
マ
ネ

ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
、
そ
の
他
の

犯
罪
を
含
む
10
件
の
刑
事
訴
因

で
起
訴
さ
れ
た
。
夫
は
資
金
洗

浄
な
ど
の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。

　

サ
ン
容
疑
者
は
知
事
事
務
所

か
ら
公
式
布
告
を
無
許
可
で
入

手
し
た
と
の
不
正
行
為
が
あ
っ

た
と
し
て
昨
年
３
月
に
解
雇

さ
れ
て
お
り
、
司
法
当
局
に

よ
り
捜
査
が
進
ん
で
い
た
。　

２
０
１
６
年
ご
ろ
か
ら
は
台
湾

と
Ｎ
Ｙ
州
政
府
の
接
点
を
最
小

限
に
抑
え
る
よ
う
働
き
か
け

た
。
例
え
ば
２
０
１
９
年
７
月

に
Ｎ
Ｙ
を
訪
れ
た
台
湾
の
蔡
英

文
総
統
（
当
時
）
側
が
ク
オ
モ

州
知
事
（
当
時
）
を
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
に
招
待
し
て
い
た
が
、
意

図
的
に
こ
の
こ
と
を
伝
え
な
か

っ
た
。
サ
ン
容
疑
者
は
中
国
政

府
当
局
者
に
「
す
で
に
ブ
ロ
ッ

ク
し
た
」と
伝
え
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
地
元
の
中
国
人
団
体
の

指
導
者
ら
と
と
も
に
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
で
蔡
氏
に
対
す
る
抗
議
活

動
に
参
加
し
て
い
た
。

　

見
返
り
と
し
て
二
人
は
数

百
万
ド
ル
に
の
ぼ
る
多
額
の
報

酬
を
受
け
取
っ
た
と
さ
れ
る
。

夫
の
フ
ー
容
疑
者
は
ク
イ
ー
ン

ズ
区
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
レ
イ
バ

イ
ン
・
ワ
イ
ン
＆
ス
ピ
リ
ッ
ツ

と
い
う
酒
屋
を
経
営
し
て
い
る

が
、
ほ
か
に
も
多
数
の
ダ
ミ
ー

会
社
を
運
営
し
て
お
り
、
中
国

企
業
か
ら
数
百
万
ド
ル
に
上
る

取
引
支
援
を
受
け
て
い
た
と
さ

れ
る
。
そ
の
ほ
か
旅
費
補
助
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の
中
国

国
立
伝
統
楽
団
の
公
演
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
、
ク
イ

ー
ン
ズ
の
貨
物
事
業
の
宣
伝
、

中
国
で
の
サ
ン
容
疑
者
の
い
と

こ
の
雇
用
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

サ
ン
容
疑
者
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ

ブ
ラ
ン
ド
の
服
を
着
て
出
勤

し
、
自
宅
に
は
中
国
領
事
館
職

員
の
専
属
シ
ェ
フ
が
調
理
し
た

北
京
ダ
ッ
ク
が
何
度
も
届
け
ら

れ
て
い
た
と
い
う
。

　

二
人
は
受
け
取
っ
た
報
酬
を

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
し
、
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
マ
ン
ハ
セ

ッ
ト
に
あ
る
３
６
０
万
ド
ル
の

５
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
邸
宅
や
ハ

ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
の
１
９
０
万

ド
ル
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
、
フ

ェ
ラ
ー
リ
な
ど
の
高
級
車
の
購

入
に
あ
て
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

サ
ン
容
疑
者
は
グ
レ
ー
ス
・

メ
ン
州
議
会
議
員
（
ク
イ
ー
ン

ズ
区
選
出
）
の
首
席
補
佐
官
と

し
て
働
き
頭
角
を
表
し
た
。
メ

ン
氏
は
２
０
１
２
年
に
は
同
州

で
初
の
ア
ジ
ア
系
米
国
人
の
連

邦
下
院
議
員
に
選
出
さ
れ
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ア
ジ

ア
系
ア
メ
リ
カ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
ク
イ
ー
ン
ズ
の
民
主
党
勢

力
圏
で
政
治
活
動
家
と
し
て
有

能
だ
っ
た
と
さ
れ
、
州
政
府
で

14
年
以
上
勤
務
し
事
業
開
発
や

ア
ジ
ア
系
米
国
人
主
務
部
署
な

ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
職
責
を
担
っ

て
き
た
。
関
係
者
に
よ
れ
ば
州

政
府
で
出
世
す
る
に
従
い
変
化

が
あ
っ
た
よ
う
と
さ
れ
、
疑
惑

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。

見
返
り
に
数
百
万
ド
ル

豪
邸
や
高
級
車
を
購
入

あ
しＮ
Ｙ
州
知
事
補
佐
官
中
国
に
利
益
供
与
で
逮
捕

https://www.hondag.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://on-timelimo.com/
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.bls.gov/charts/
https://www.bls.gov/charts/
https://www.bls.gov/charts/
https://www.bls.gov/charts/
https://www.bls.gov/charts/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術

家
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
、会
長
・

松
田
常
葉
）
の
第
52
年
次
展
覧

会
が
４
日
、
天
理
文
化
協
会
で

始
ま
り
、
６
日
夕
そ
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か

れ
た
。
約
１
０
０
人
近
い
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
が
集
ま
る
大
盛
況

と
な
っ
た
。

　

出
品
者
は
、
青
柳
愛
子
、
藤

原
未
佳
子
、
レ
オ
ナ
ー
ト
古
川

文
香
、
佳
奈
ヘ
ン
デ
ル
、
林
幸

江
、
平
之
内
美
穂
、
石
田
純
一

朗
、
飯
塚
国
雄
、
柏
木
文
子
、

金
美
貞
、
越
光
桂
子
、
鞍
井
綾

音
、
松
田
常
葉
、
松
村
ナ
ツ
コ
、

三
浦
良
一
、
小
野
田
昌
子
、
大

槻
素
子
、
竹
下
宏
、
山
本
章
子
、

山
本
か
り
ん
、YUKAKO

、
遊

真
あ
つ
こ
の
22
人
。

　

本
年
度
の
優
秀
作
品
と
し
て

「
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
レ
ッ
チ
ャ
ー

Ｊ
Ｒ
賞
」に
遊
真
あ
つ
こ
さ
ん
、

「
末
村
敬
三
賞
」
に
平
之
内
美

穂
さ
ん
が
選
ば
れ
賞
状
と
副
賞

の
金
一
封
が
贈
ら
れ
た
。
式
典

で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領

事
館
の
森
和
也
広
報
セ
ン
タ
ー

長
が
来
賓
と
し
て
祝
辞
を
述
べ

た
。
同
展
は
入
場
無
料
で
今
月

16
日
（
水
）
ま
で
。
開
廊
時
間

は
月
〜
木
曜
が
正
午
か
ら
午
後

６
時
、土
曜
が
午
後
３
時
ま
で
。

金
・
日
曜
は
休
廊
。
会
期
中
会

場
で
は
２
０
０
ド
ル
以
下
で
購

入
可
能
な
能
登
半
島
地
震
被
災

者
救
済
目
的
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

小
作
品
も
併
設
展
示
さ
れ
て
い

る
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会

年
次
展
覧
会
を
開
催
中

マックス・ブレッチャーＪＲ賞に
遊真あつこさん
末村敬三賞に
平之内美穂さん

　

米
国
東
海
岸
で
最
大
級
の
日

本
野
菜
農
家
・
鈴
木
フ
ァ
ー
ム

が
事
業
拡
大
を
進
め
て
い
る
。

40
年
超
の
歴
史
を
持
つ
が
、
今

夏
か
ら
は
新
た
に
ス
イ
カ
や
メ

ロ
ン
の
販
売
を
開
始
し
、
西
海

岸
へ
の
配
送
も
開
始
し
た
。
創

業
者
の
鈴
木
清
信
さ
ん
（
77
）

は
「
日
本
に
負
け
な
い
野
菜
を

皆
さ
ん
に
食
べ
て
欲
し
い
」
と

話
し
、
高
品
質
な
野
菜
を
全
米

に
届
け
て
い
く
姿
勢
だ
。

　

８
月
31
日
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
開
催

さ
れ
た
夏
祭
り
に
は
、
鈴
木
フ

ァ
ー
ム
の
と
れ
た
て
の
野
菜
や

果
物
が
並
ん
だ
。
ス
イ
カ
や
メ

ロ
ン
の
ほ
か
、
枝
豆
や
ナ
ス
、

長
ネ
ギ
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
飛

ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
っ
た
。
鈴

木
フ
ァ
ー
ム
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州

に
約
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド

ー
ム
約
３
・
５
個
分
）
の
農
地

を
構
え
、
ネ
ギ
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ピ
ー
マ
ン
な
ど
40
種
類
超
の
野

菜
を
日
本
式
の
農
法
で
栽
培
・

販
売
し
て
い
る
。
１
９
８
３
年

の
設
立
後
、
40
年
以
上
に
わ
た

っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
食

料
品
店
な
ど
に
野
菜
を
出
荷
し

て
き
た
老
舗
だ
。
２
０
２
１
年

に
「
ら
ー
め
ん
山
頭
火
」
の
運

営
会
社
の
傘
下
に
入
る
な
ど
し

て
、
生
産
や
販
売
体
制
を
拡

充
。
今
夏
か
ら
ス
イ
カ
や
メ
ロ

ン
の
栽
培
を
本
格
的
に
開
始
し

た
ほ
か
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

な
ど
米
国
西
海
岸
へ
の
配
送
も

始
め
た
。
長
年
、
創
業
者
の
鈴

木
さ
ん
が
ほ
ぼ
一
人
で
運
営
し

て
き
た
が
、
従
業
員
も
鈴
木
さ

ん
を
含
め
日
本
人
４
人
に
増
え

た
。
現
在
の
年
間
売
上
高
は
約

１
０
０
万
ド
ル
（
約
１
・
４
億

円
）
と
、
２
０
２
０
年
の
１
・

７
倍
に
増
え
た
。
鈴
木
さ
ん

は
「
目
指
す
の
は
テ
ン
ダ
ー

（
や
わ
ら
か
い
）、
ジ
ュ
ー
シ

ー
、
テ
イ
ス
テ
ィ
、
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
野
菜
作
り
。
少
量
で
も
高

品
質
の
野
菜
を
つ
く
り
、
皆
さ

ん
に
届
け
た
い
」
と
語
る
。
野

菜
づ
く
り
の
傍
ら
、
同
僚
の
日

本
人
農
家
を
指
導
し
、
後
進
の

育
成
に
も
尽
力
し
て
い
る
。
取

り
扱
い
店
舗
や
ネ
ッ
ト
販
売
に

つ
い
て
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://suzukifarm-usa.
com/

を
参
照
。

　
　
　
　
（
き
ゃ
ま
、
写
真
も
）　

今夏から事業拡大
スイカやメロンを発売

鈴木ファーム

http://newyork-apartment-realestate.com
https://giip-global.com/ja/
https://manabeba-dekiru-fx.com/NY-seminar
https://slide-method.com/welcome/
tel:2122136069
tel:18778852726
https://suzukifarm-usa.com
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EVENT
■ 116回・117回ジャパンフェス　粉もんコ
ンテスト＝ 9/14Chelsea (8th Ave, 16th - 18th 
st）9/15Upper West Side (Broadway, 93rd - 
94th st）10:00～ 18:00　人気の日系ストリー
トフェア。今回はラーメン、牛丼、おにぎり
などのほか、粉もんコンテストとして、たこ
焼き、お好み焼き、焼きそばが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■第 98回サン・ジェナーロ祭＝ 9/12～ 22　
Little Italy（On Mulberry St.） リトルイタリー
の毎年恒例のお祭り。宗教的行事やパレード
のほか、ライブ演奏、ラジオ中継、さまざま
なイタリア料理・デザート・ドリンクの屋台
が楽しめる。
詳細は https://sangennaronyc.org/
■ブロードウエー・ウィーク＝ 9/15まで　各
劇場　購入時にプロモーションコードを入れ
ると 1枚の値段で 2枚分のチケットが手に入
る。参加作品は、ライオンキング、シカゴ、
MJ、アラジンなど 23作品。
詳 細 は https://www.nyctourism.com/
broadway-week/

CLASS/SEMINAR
■ FLOWSHIKI ９ /21&22 日本発のふろし
きを使った FLOWSHIKI ヨガワークショッ
プ。インド政府公認のヨガインストラクター
で FLOWSHIKI 考 案 者 の ARICA さ ん が 指
導。21 日（ 土 ）10:00 ー 11:00= セ ン ト ラ
ルパークシープメドウ。用意するもの：バ
スタオル、水分、動きやすい服装。22日
（ 日 ）Mai House Studio buzzer141/99 canal 
St.4th FL.用意するもの：追加でヨガマッ
ト。申込先　https://docs.google.com/forms/
d/e/1FAIpQLSfuKnfJG1TECqh2AAM7mRt-
a Z r i j 4 S P g o S H 1 4 X 3 2 M f m N 9 6 t g Q /
viewform?usp=pp_url 問 い 合 わ せ：tel516-
305-0925 Eメール　yuki@yukineo.com 根尾
さん
■理学療法クリニック OMPT主催「無料ス
キンケア講座」＝ 9/28  11:00  OMPT（315 
Madison Ave Suite 1200）講師は、日米で活躍
するメイクアップアーティストで自身のスキ
ンケアブランド「ＮＡＯボディ＆ケア」を立
ち上げた NAOさん。夏の強い紫外線による皮
膚の疲れを癒し、特別な植物ベースのオイル
を使って継続的に健康的な肌を取り戻す方法
を解説する。参加費無料（要事前予約）。申し
込みは Eメール info@omptny.comまで。

MUSIC
■ジャズピアニストの大江千里ライブ＝９
月 20日（金）と 21日（土）、午後 7時と午
後 9時 30分、計 4公演（バードランド・シ
アター（西 44丁目３１５番地、地階）。「S.O. 
BROOKLYN SOUND MASCHINE とは、Senri 
Oe Brooklyn Sound Maschine」の略。ロス・
ペダーソン（ドラムス）、マット・クローへ
ジー）アコーステイックベース）、大江千里
（ピアノ）というシグネチャーバンドのトリオ
に加えて、ニューヨークで絶大な人気を誇る
入場料はテーブル席 45ドル 76セント、バー
カウンター席 35ドル 76セント。午後 7時の
ショーは、午後 5時 30分に開場となり、食事
をライブ前にゆっくりと楽しむことができる。
チケット申し込み・詳細は参照、https://www.
birdlandjazz.com/calendar/
■木川貴幸ピアノコンサート「シュトックハ
ウゼンの音楽」＝ 9/15  19:00　ル・ポワソン・
ルージュ（158 Bleecker St,）NY在住のピア
ニスト木川貴幸が 20世紀現代音楽の巨匠カー
ルハインツ・シュトックハウゼンの代表曲を
演奏する。当日は「ピアノ曲 I」「ピアノ曲 V」
「ピアノ曲 X」「ピアノ、パーカッション、エ
レクトロニクスのための『コンタクテ』」を披
露する入場料：テーブル席が前売り $25、当
日 $30、立見が前売り $20、当日 $25
詳細は https://lpr.com/lpr_events/taka24/

THEATRE/DANCE 
■ A.T. Dance Company 第 2 回 公 演 ＝ 9/15  
12:30 ＆ 16:00  Playwright downtown MOSS
（440 Lafayette St #3）アーティスティックディ
レクター /ダンサー竹野綾のダンスキャリア
35周年を記念し、日本の神話「天の岩戸」を
和楽器音楽とダンスで表現する。ジャズ、R
＆ B、ポップス、ラテンミュージックなどの
音楽にシンガーの生歌をのせて、スタジオ風
景から始まるストーリー「AWAKE」も上演す
る。入場料：$40　
詳細は https://www.atdancecompany.com

ART
■第 20回多摩美術大学校友会ニューヨーク
クラブ展＝ 9/19～ 10/2   Tenri Gallery（43A 
W 13th St）「Beyond Borders （境界を超えて） 
」という副題の元、作家の考える境界線を投
影した作品を展示する。参加作家は、松尾明
子、雨宮ホザナ、白録鉱、早川朋子、日吉哲
哉、紅林愛子、李アロン、松窪英二、松村誠一、
永野みき、ナカムラマギコ、小倉千恵、中里斉、

　

神
戸
市
在
住
の
ト
ラ
ベ
ル
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
え
や
ひ
ろ

み
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
展
「
イ
タ

ダ
キ
マ
ス
ー
あ
な
た
の
人
生

の
ア
テ
は
何
で
す
か
？ 

日
常

の
小
さ
な
幸
せ
を
描
く
ア
ー

ト
展
」
が
20
日
（
金
）
か
ら

27
日
（
金
）
ま
で
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
60
（
東

60
丁
目
２
０
８
番
地
、
電
話

３
４
７
・
６
０
１
・
４
３
２
３
）

で
開
催
さ
れ
る
。

　

食
べ
る
こ
と
、
飲
む
こ
と
が

大
好
き
な
作
者
の
視
点
か
ら
、

「
人
生
の
お
い
し
さ
」
を
、
水

彩
、
ア
ク
リ
ル
、
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
ト
に
し
て
楽
し
く
描
い
て
い

る
。
背
景
に
は
自
身
の
闘
病
経

験
を
通
じ
て
、
食
べ
る
喜
び
、

お
腹
が
空
く
幸
せ
を
改
め
て
感

じ
た
こ
と
が
大
き
く
作
風
に
も

影
響
し
て
い
る
が
、
ど
れ
も
明

る
く
楽
し
さ
が
溢
れ
て
く
る
タ

ッ
チ
が
温
か
さ
を
感
じ
る
。
21

日
（
土
）
午
後
４
時
か
ら
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
来
米
し
た

作
家
に
よ
る
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ

ン
ト
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
展

覧
会
の
会
期
中
は
、
イ
ラ
ス

ト
の
受
注
も
行
う
。
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トnttp://www.

gallery60nyc.com

人生のおいしさ
描くアート展20日から
えやひろみ
ギャラリー60で

太田美奈子、おざきとき、ポンタ、酒井重良、シアカ
章子、鈴木國男、立花もと子、渡辺啓子。入場無料。
詳細は www.tamabiny.com　
■ひゃくだかずこ写真展「 ORCHARD STREET」＝
10/8まで  International Center Of CCCS（80 Maiden 
Lane, 14F）ひゃくだが 2003年、活気を呈した 20世
紀の繁栄が衰退へと移行する時代の変様をとどめよう
とオーチャド通りをモノクロフイルムで撮り溜めた。
今回はその中から 12点を展示する。入場無料。
詳細は https://artspheres.org/

https://www.instagram.com/hi_collar/
https://e-kaigo.net/
https://japanvillage.com/
https://fancojapan.com/
https://www.hakubainyc.com/
https://www.takesushi.us/
https://lpr.com/lpr_events/taka24/
https://www.atdancecompany.com
https://www.japanfes.com
https://sangennaronyc.org/
https://docs.google.com/forms/
mailto:yuki@yukineo.com
mailto:info@omptny.com
http://www.tamabiny.com%E3%80%80
https://artspheres.org/
nttp://www.gallery60nyc.com
https://www.birdlandjazz.com/calendar/
https://www.nyctourism.com/broadway-week/
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秋
晴
れ
の
週
末
に
気
球
祭
り
を
楽
し
も
う

ワ
レ
ン
郡
で
21
日
と
22
日
に
開
催

　

９
月
に
入
り
涼
し
く
な
っ
て

き
た
Ｎ
Ｊ
。
秋
晴
れ
の
週
末

に
、
大
空
に
飛
び
立
つ
た
く
さ

ん
の
気
球
を
眺
め
て
ま
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
す
の
は
い

か
が
？

　

９
月
21
日
（
土
）
と
22
日

（
日
）
の
両
日
、
午
後
２
時
か

ら
８
時
ま
で
、
ワ
レ
ン
郡
ワ
シ

ン
ト
ン
に
あ
る
ワ
レ
ン
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
で
、「
ワ

レ
ン
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
ホ
ッ
ト
エ

ア
バ
ル
ー
ン
・
フ
ァ
ン
＆
ゲ
ー

ム
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
る
。
こ
の
気
球
祭
り

は
２
０
０
１
年
に
ワ
レ
ン
郡
フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
祭
り
の
一
部
と
し

て
始
ま
っ
た
の
ち
、
規
模
を
拡

大
し
て
独
立
行
事
に
な
っ
た
も

の
。

　

両
日
は
、
子
ど
も
達
も
楽
し

め
る
数
々
の
出
し
も
の
や
遊

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
あ
り
、
最

後
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
。

　

入
場
料
は
、
大
人
10
ド
ル
、

４
歳
か
ら
12
歳
ま
で
の
小
人
５

ド
ル
、
３
歳
未
満
は
無
料
。
駐

車
場
代
は
５
ド
ル
。
雨
天
決
行

だ
が
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
襲
来
時

は
28
日
と
29
日
に
延
期
に
な

る
。チ
ケ
ッ
ト
購
入
や
詳
細
は
、

www.balloonfestnj.com

　

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ

Ｊ
）
は
10
月
12
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
バ

ー
ゲ
ン
郡
レ
オ
ニ
ア
と
リ
ッ
ジ

フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ー
ク
に
ま
た
が

る
「
オ
ー
バ
ー
ペ
ッ
ク
郡
立
公

園
」
の
ア
ン
フ
ィ
シ
ア
タ
ー
エ

リ
ア
で
、
秋
祭
り
「
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
・
フ
ー
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
４
」
を
開
催
す

る
。

　

今
年
は
、
Ｎ
Ｙ
市
で
毎
週

の
よ
う
に
数
万
人
を
集
客
し

て
い
る
日
本
の
ス
ト
リ
ー
ト

フ
ェ
ア
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
」

が
Ｎ
Ｊ
に
初
進
出
し
て
コ
ラ

ボ
し
、
昨
年
よ
り
は
る
か
に

多
い
約
30
軒
の
食
の
屋
台
が

並
ぶ
大
規
模
な
祭
り
と
な
る
。

ま
た
、
飴
細
工
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
な
ど
子
ど
も
達
が
喜
ぶ
お

祭
り
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
や
、
野

外
劇
場
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
色
々
企
画
さ
れ
て
お
り
、

全
て
の
世
代
が
楽
し
め
る
祭

り
に
な
る
と
い
う
。

　

昨
年
、「
バ
ー
ゲ
ン
郡
で
の

日
本
人
野
外
イ
ベ
ン
ト
が
地

域
活
性
化
に
貢
献
し
た
」
と
同

郡
か
ら
表
彰
さ
れ
た
Ｎ
Ｊ
日

本
人
会
の
近
藤
三
奈
会
長
は
、

「
こ
の
祭
り
で
日
本
文
化
に
興

味
を
持
つ
人
が
増
え
て
、
若
い

世
代
の
日
系
人
の
誇
り
と
な

り
将
来
の
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
発
展
に
繋
が
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
に
し
た
い
。
ま
ず
は

大
勢
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
大
い
に
楽
し
ん
で
下
さ

い
」と
語
っ
て
い
る
。
詳
細
は
、

www.jaanj.org

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
が
秋
祭
り
開
催

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
共
催
で
10
月
12
日
に

具
、
ラ
イ
ブ
音
楽
や
、
フ
ー
ド

ト
ラ
ッ
ク
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

や
ア
ー
ツ
＆
ク
ラ
フ
ト
の
ブ
ー

ス
、
自
動
車
シ
ョ
ー
な
ど
、
日

中
も
色
々
飽
き
さ
せ
な
い
催
し

が
目
白
押
し
。
夕
方
５
時
15
分

ご
ろ
に
会
場
に
設
置
さ
れ
て
い

た
数
多
く
の
気
球
が
次
々
と
膨

ら
み
始
め
大
空
に
舞
い
上
が

る
。
日
が
沈
ん
だ
あ
と
は
気
球

　

Ｎ
Ｊ
州
最
大
の
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
トNJ.com

の
報
道
に
よ
る

と
、
米
海
軍
が
誇
る
最
新
鋭
原

子
力
潜
水
艦
「
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
」
が
６
日
、
Ｎ
Ｊ
州
ミ
ド

ル
ト
ン
に
あ
る
海
軍
ア
ー
ル
兵

器
基
地
に
着
港
し
た
。
14
日
に

同
基
地
で
披
露
式
典
が
行
わ

れ
、
正
式
に
配
備
さ
れ
る
と
い

う
。

　

同
艦
は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
級
攻

撃
潜
水
艦
７
９
６
号
が
正
式
名

だ
が
、
米
海
軍
の
新
型
潜
水
艦

に
は
各
州
の
名
前
が
愛
称
と
し

て
付
け
ら
れ
て
お
り
、
同
艦
は

「
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
」
と
名

付
け
ら
れ
た
。（
米
軍
史
上「
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
」
と
呼
ば
れ

た
船
と
し
て
は
三
代
目
。）
米

海
軍
艦
艇
の
中
で
今
春
完
成
し

た
ば
か
り
の
最
も
新
し
く
製
造

さ
れ
た
船
で
、
ハ
イ
テ
ク
装
備

を
誇
り
大
西
洋
の
安
全
を
守
っ

て
い
く
。

米
海
軍
新
型
潜
水
艦
「
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
」
が
Ｎ
Ｊ
に
到
着

　

Ｎ
Ｙ
市
で
は
ア
ニ
メ
フ

ァ
ン
の
祭
典
が
大
人
気
で

毎
回
10
万
人
規
模
の
集
客

を
し
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｊ
で

も
11
月
22
日
か
ら
24
日
ま

で
の
３
日
間
、
ヒ
ル
ト

ン
・
ハ
ス
ブ
ル
ッ
ク
ハ
イ

ツ
（
ハ
ス
ブ
ル
ッ
ク
ハ
イ

ツ
、
テ
ラ
ス
ア
ベ
ニ
ュ
ー

６
５
０
番
地
）
で
、「
ア

ニ
メ
Ｎ
Ｊ
＋
＋
」
が
開
催

さ
れ
る
。

　

ア
ニ
メ
関
連
業
社
や
玩

具
メ
ー
カ
ー
、
愛
好
家
ら

が
ブ
ー
ス
を
出
店
す
る

ほ
か
、
ゲ
ス
ト
に
よ
る

講
演
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー

ム
の
曲
を
多
く
手
が
け

る
「
ロ
ー
タ
ス
ジ
ュ
ー

ス
」
の
出
演
も
発
表
さ

れ
て
い
る
。
入
場
料

は
30
ド
ル
〜
70
ド
ル
。

チ
ケ
ッ
ト
購
入
や
詳

細
情
報
は
、https://

animenj.com

アニメファンの祭典ＮＪで開催
「アニメＮＪ＋＋」11月22－24日に

http://jmart-usa.com/en/
https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://www.balloonfestnj.com
http://www.balloonfestnj.com
http://www.balloonfestnj.com
http://www.jaanj.org
http://www.jaanj.org
http://www.jaanj.org
https://animenj.com
https://animenj.com
https://animenj.com
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『
コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め
な
い
う

ち
に
』
が
国
際
的
な
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
作
家
・
川
口
俊

和
氏
の
最
新
英
訳
本
『Before 

W
e Forgot Kindness

（

邦

題
「
や
さ
し
さ
を
忘
れ
ぬ
う
ち

に
」）』
の
出
版
を
記
念
し
た
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
と
サ
イ
ン
会

が
、
９
月
28
日
（
土
）
午
後
５

時
か
ら
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目

３
３
３
番
地
）
に
て
開
催
さ
れ

る
。（
国
際
交
流
基
金
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ

Ｓ
、Hanover Square 

Press

の
共
催
）

　

本
書
は
『
コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め

な
い
う
ち
に
』
シ
リ
ー
ズ
の
第

５
巻
。
離
婚
し
た
両
親
に
会
い

に
行
く
少
年
の
話
、
名
前
の
な

い
子
供
を
抱
い
た
女
の
話
、
結

婚
を
許
し
て
や
れ
な
か
っ
た
父

親
の
話
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ

コ
を
渡
せ
な
か
っ
た
女
の
話
、

の
４
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
喫
茶
店
「
フ
ニ

ク
リ
フ
ニ
ク
ラ
」
の
あ
る
座
席

に
座
っ
て
い
る
間
だ
け
、
望
ん

だ
通
り
の
「
時
間
」
に
移
動
が

で
き
る
と
い
う
不
思
議
な
都
市

伝
説
が
あ
っ
た
。制
限
時
間
は
、

カ
ッ
プ
に
コ
ー
ヒ
ー
を
注
い
で

か
ら
、
そ
の
コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め

る
ま
で
の
間
だ
け
。
止
ま
っ
て

し
ま
っ
た
「
今
」
を
未
来
へ
と

動
か
す
た
め
に
過
去
に
戻
る
４

人
の
男
女
の
物
語
で
あ
る
。

　

川
口
氏
は
劇
団
音
速
か
た
つ

む
り
（
２
０
１
１
年
解
散
）
を

主
宰
し
て
い
た
脚
本
家
・
演
出

家
で
、
戯
曲
『
コ
ー
ヒ
ー
が
冷

め
な
い
う
ち
に
』
は
２
０
１
０

年
３
月
に
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
公
演
と
し
て
初
演
さ
れ

た
。
第
10
回
（
２
０
１
３
年
）

杉
並
演
劇
祭
演
劇
大
賞
受
賞

作
。
２
０
１
５
年
に
川
口
氏
に

よ
り
同
名
で
小
説
化
さ
れ
、
シ

リ
ー
ズ
化
。
２
０
１
８
年
に

は
同
名
小
説
お
よ
び
続
編
小

説
『
こ
の
嘘
が
ば
れ
な
い
う

ち
に
』
を
原
作
と
し
て
映
画

化
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ

リ
ー
ズ
は
『
コ
ー
ヒ
ー
が
冷

め
な
い
う
ち
に
（Before the 

coff ee gets cold

）』、『
こ
の

嘘
が
ば
れ
な
い
う
ち
に
（Tales 

from the cafe

）』、『
思
い
出

が
消
え
な
い
う
ち
に
（Before 

Your Memory Fades

）』、『
さ

よ
な
ら
も
言
え
な
い
う
ち
に

（Before we say goodbye

）』

も
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

　

タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
要
素
と
心

揺
さ
ぶ
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
知
ら

れ
る
川
口
氏
の
著
書
は
世
界

中
で
愛
さ
れ
て
き
た
。
イ
ベ

ン
ト
参
加
者
は
、
サ
イ
ン
入

りBookplate

とBookmark

付
き
の
『Before we forget 

kindness

』
の
予
約
が
可
能
。

本
は
11
月
５
日
に
紀
伊
国
屋
書

店
Ｎ
Ｙ
本
店
に
て
受
け
渡
し

（
別
料
金
に
て
送
付
も
可
能
）。

　

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
入
場
料

は
一
般
25
ド
ル
、
学
生
・
シ

ニ
ア
・
障
害
者
23
ド
ル
、
Ｊ

Ｓ
会
員
20
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト

購
入
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://japansociety.
org/events/author-talk-
and-signing-toshikazu-
kawaguchi/

を
参
照
す
る
。

 不思議な喫茶店で起こった奇跡の物語
川口 俊和・著

 Hanover Square Press・刊

■四つの白昼夢（篠田節子、朝日新聞出版）退職男たちの
宴会と置き去られた遺骨、経営破綻したレストラン店主が
はまった「沼」、義母の遺影に写った手の主は。理想の我
が家の天井に何が。コロナ禍がはじまり、終息に向かった。
日常の隣にある別世界。分別盛りの人々の抱えた困惑と不
安をユーモアあふれる文章で描いた4つの物語。■嗤う淑
女二人（中山七里、実業之日本社文庫）高級ホテルの宴会
場で17人の大量毒殺事件が発生。犠牲者のひとり、国会
議員・日坂浩一の手には1と記された紙片が握られていた。
現場映像を解析した結果、連続猟奇殺人に関与し、医療刑
務所を脱走し指名手配中の女が映っていた。中山七里の人
気シリーズ第3弾。日本で「嗤う淑女」のタイトルでドラ
マ化、この夏放送中。■村上春樹の動物誌（小山鉄郎、早
稲田新書）日本記者クラブ賞に輝いた文芸記者の著者が、
動物を手がかりに村上文学の森に分け入る。デビュー作の
『風の歌を聴け』から『猫を棄てる』までを貫く核心のテー
マとは。新聞連載記事を大幅加筆し、村上春樹氏のインタ
ビューを所収した。■砂嵐に星屑（一穂ミチ、幻冬舎文庫）
舞台は大阪のテレビ局。腫れ物扱いの独身女性アナ、ぬる
く絶望している非正規ADなど、一見華やかな世界の裏側
でそれぞれの世代にそれぞれの悩みがある。つらかったら
頑張らなくてもいい。ままならない日々を優しく包み込み、
前を向く勇気をくれる連作短編集。■自由思考（中村文則、河出文庫）ユー
モア溢れる日常のものからシリアスなもの、物語の誕生秘話から文学論、政
治思想まで。デビューから17周年を迎える芥川賞受賞作家・中村文則の「思
考回路」が詰まった初エッセイ集。著者自らが膨大な中からセレクトしたエッ
セイの数々に加え、文庫版オリジナルや書き下ろし「作家志望の方々に」他
も収録。■われは熊楠（岩井圭也、文藝春秋）慶応3年、南方熊楠は和歌山
に生まれた。人並外れた好奇心で少年は山野を駆け巡り、動植物や昆虫を採
集。希みは学問で身をたてること、そしてこの世の全てを知り尽くすこと。
世に認められぬ苦悩と困窮、家族との軋轢、学者としての栄光と最愛の息子
との別離。「知の巨人」の型破りな生きざまを綴る歴史小説。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

困
惑
と
不
安
を
描
い
た
４
つ
の
物
語
。
あ
る
女
を
め
ぐ
る
ダ
ー
ク
ヒ
ロ
イ
ン
・
ミ
ス
テ

リ
ー
。
動
物
を
手
が
か
り
に
村
上
文
学
の
森
に
分
け
入
る
。
前
を
向
く
勇
気
を
く
れ
る
連

作
短
編
集
。
中
村
文
則
の
初
エ
ッ
セ
イ
集
。「
知
る
」
こ
と
こ
そ
が
「
生
き
る
」
こ
と
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

夜
空
に
輝
く
月
。
毎
日
場
所

を
変
え
な
が
ら
、形
も
変
わ
る
。

夜
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
だ
け

で
な
く
、
海
（
潮
）
の
満
ち
引

き
を
つ
く
っ
た
り
、
地
球
の
自

転
を
ち
ょ
う
ど
よ
く
ゆ
っ
く
り

に
し
て
く
れ
た
り
。
そ
ん
な
月

は
45
億
年
前
、
生
ま
れ
た
て
の

地
球
に
火
星
く
ら
い
の
大
き
な

岩
が
ぶ
つ
か
り
、 

地
球
の
周
り

に
ち
ら
ば
っ
た
も
の
が
集
ま
っ

て
で
き
た
。
そ
れ
以
来
、
ず
っ

と
地
球
の
そ
ば
で
、
不
思
議
な

関
係
を
保
ち
な
が
ら
ま
わ
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
月
と
地
球
の
秘

密
を
「
月
本
人
」
が
や
さ
し
く

語
る
、宇
宙
科
学
の
入
門
絵
本
。

　

45
億
年
前
か
ら
地
球
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
大
切
な
仕
事
を

し
て
く
れ
て
い
る
月
の
こ
と
を

楽
し
く
学
べ
る
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教

育
に
も
ぴ
っ
た
り
の
絵
本
。
日

本
語
で
読
む
な
ら
『
つ
き 

ち

き
ゅ
う
の 

い
ち
ば
ん
の 

と
も

だ
ち
』（
小
学
館
、
監
修
・
国

立
天
文
台 

渡
部
潤
一
教
授
）。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
地
球
、
太

陽
、
海
、
火
星
な
ど
が
あ
る
。

今
年
の
中
秋
の
名
月
（
十
五
夜

に
見
え
る
月
）
は
９
月
17
日
。

お
団
子
や
月
餅
を
お
共
に
夜
空

を
見
上
げ
よ
う
。　
　
（
高
田
）

月
が
語
る
、
地
球
と
の
不
思
議
な
関
係

 『Moon! Earth’s Best Friend』
Written by Stacy McAnulty

Published by   Henry Holt and Co.

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ishitaniclinic.com/
https://japansociety.org/events/author-talk-and-signing-toshikazu-kawaguchi/
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SEPTEMBER

か
つ
て
の
漁
港
は
Ｎ
Ｙ
観
光
名
所
に

　９月に入った途端、やっと夏の蒸し暑さからは逃れたものの日中はまだ華
氏 80°を超える毎日。フルトン・ストリート東端の「ピア 17」は２００５年
にフルトン漁業市場がブロンクスに移転し、２０１２年 10 月に一帯に被害
をもたらしたハリケーン・サンディの後、一帯は再開発され、２０１８年オー
プンのビル一階の数軒のグルメ・レストランからはブルックリンブリッジや
イーストリバー、対岸のブルックリンの景色を堪能しながら食事が出来る。
川沿いにはベンチや椅子、テーブルなどが設置され、サンドイッチやドリン
クを持ち込んで景色が楽しめる。１．５エーカーのこの建物の屋上は３５００
人を収容出来る屋外エンターテイメント会場となっていてコンサートや様々
なイベントが行われる。西側にはダウンタウンの高層ビルが迫り、北西には
エンパイア・ステート・ビルなどが連なる。夏を締めくくる午後のデートに
最適な場所。　　　　　　　　　　      （ワインスタイン今井絹江、写真も )

  ◇氏名：メ―ガン　（40 歳）
◇職業：金融関係の仕事
◇居住地：マンハッタン
◇着用の服：ドレスはデザイナー
もの靴はイタリアのクッチーナ
帽子はノンブランド
◇よく利用する店：ソーホーの

店でエナなど
◇好きなブランド：シャネル
◇着こなしで気をつけているこ
と：陽気で楽しい装いが好き
◇撮影場所：シーポートのピア
１７

　

日
本
発
の
ふ
ろ
し
き
を
使
っ

た
ヨ
ガ
、FLOWSHIKI

を
主

宰
す
る
。
本
名
・
田
畑
里
佳
。

滋
賀
県
在
住
。
20
代
の
頃
、
母

親
の
五
十
肩
の
改
善
の
た
め
気

功
ク
ラ
ス
に
通
っ
た
時
に
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
ヨ
ガ
を
勧

め
ら
れ
、
単
身
で
イ
ン
ド
に
数

か
月
間
、
ヨ
ガ
を
体
験
す
る
た

め
渡
航
し
「
帰
り
た
く
な
い
ほ

ど
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
」

イ
ン
ド
政
府
公
認
の
ヨ
ガ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
。
帰
国
後
自

身
の
ヨ
ガ
ク
ラ
ス
を
開
設
し

た
。FLOWSHIKI

は
ふ
ろ
し

き
と
、
イ
ン
ド
で
誕
生
し
た
ヨ

ー
ガ
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
を

用
い
て
考
案
さ
れ
た
メ
ソ
ッ
ド

で
ヨ
ガ
の
教
え
を
尊
重
し
な
が

ら
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り

入
れ
性
別
も
年
齢
も
問
わ
ず
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
人

も
、
運
動
が
苦
手
な
人
も
そ
れ

ぞ
れ
に
合
っ
た
ペ
ー
ス
で
無
理

な
く
実
践
で
き
る
方
法
を
提
案

し
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
障
が
い
福

祉
施
設
で
ク
ラ
ス
を
受
け
持

っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
ど

ん
な
状
態
の
人
で
も
安
心
し

て
身
体
や
心
を
動
か
す
楽
し

さ
を
感
じ
ら
れ
る
メ
ソ
ッ
ド

FLOWSHIKI

を
考
案
し
た
。

１
メ
ー
ト
ル
四
方
の
正
方
形
で

四
隅
に
ポ
ケ
ッ
ト
が
つ
い
て
い

て
、
障
が
い
が
あ
っ
て
手
を
握

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
で
も
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
作

ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
現

在
は
京
都
、
滋
賀
、
大
阪
、
東

京
を
拠
点
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い

る
。

　

ヨ
ガ
は
呼
吸
を
深
め
る
動
き

が
基
本
で
、
ふ
ろ
し
き
を
使
っ

て
腕
を
横
に
伸
ば
す
こ
と
で
呼

吸
筋
が
伸
び
て
、
運
動
を
終
え

た
あ
と
も
呼
吸
が
楽
に
な
っ
た

り
、
自
分
を
ハ
グ
す
る
よ
う
に

包
み
込
む
こ
と
で
幸
福
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
を
促
し
、
安
心
感
と

幸
福
感
の
増
幅
効
果
や
、
結
び

目
を
使
っ
て
背
骨
を
ほ
ぐ
し
た

り
、肩
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
り
、

ふ
ろ
し
き
を
使
っ
て
体
と
心
を

ほ
ぐ
し
て
包
ん
で
健
康
を
保
つ

メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
指
導
し
て
い

る
。「
日
本
の
文
化
、
知
恵
で

あ
る
『
ふ
ろ
し
き
』
を
使
っ
て

自
分
が
運
動
す
る
こ
と
で
社
会

課
題
に
貢
献
で
き
る
仕
組
み
に

も
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
参
加

者
の
皆
様
か
ら
共
感
い
た
だ
い

て
い
る
理
由
か
と
思
い
ま
す
」

と
話
す
。
今
月
来
米
し
、
21
日

（
土
）
午
前
10
時
か
ら
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
の
シ
ー
プ
メ
ド
ウ

で
「FLOWSHIKI

」
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
。
翌

日
も
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
ス
タ
ジ
オ
で
屋
内
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
。

　

田
畑
さ
ん
は
「
ふ
ろ
し
き
は

白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
つ
か
Ｎ

Ｙ
在
住
の
素
敵
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
さ
ん
に
ふ
ろ
し
き
に
絵
を
描

い
て
い
た
だ
き
、
個
展
を
し
な

が
ら
身
体
を
動
か
す
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
が
夢

で
す
。
来
年
は
Ｎ
Ｙ
で
も
養
成

講
座
を
開
催
し
た
い
で
す
」
と

夢
を
膨
ら
ま
せ
る
。（
三
浦
良

一
記
者
、
写
真
は
本
人
提
供
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
詳
細
は
10

面
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
参
照
）

ふ
ろ
し
き
ヨ
ガ
で
体
と
心
を
ほ
ぐ
す

FLOWSHIKI 考案者

ARICAさん

https://minglesoho-ny.com/
https://www.cosmeproud.com
http://www.easeny.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
）
小
学
部
の
１
・
２
年
生

は
８
月
29
日
か
ら
30
日
ま
で
、

１
泊
２
日
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

に
出
か
け
た
。
場
所
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ダ
ー
ハ
ム
に
あ
る

２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

ハ
ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
。
子
ど
も
達

は
３
０
０
エ
ー
カ
ー
の
敷
地
内

に
あ
る
民
家
に
分
宿
し
て
農
場

生
活
の
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

　｢

と
う
も
ろ
こ
し
の
皮
む
き
」

に
始
ま
り
、「
コ
ー
ン
畑
散
策
」、

「
動
物
た
ち
へ
の
え
さ
や
り
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通

じ
て
学
習
活
動
を
楽
し
ん
だ
。

Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
は
、
自
分
た
ち
で
む

い
た
コ
ー
ン
が
お
い
し
く
て
何

度
も
お
か
わ
り
し
て
い
る
姿
が

見
ら
れ
た
。

　

２
日
目
。
自
分
た
ち
の
朝
食

が
始
ま
る
前
に
、
子
牛
た
ち
に

朝
ご
は
ん
の
ミ
ル
ク
を
与
え
る

手
伝
い
や
「
鶏
の
卵
集
め
」「
乳

し
ぼ
り
」
を
体
験
し
た
。
子
ど

も
達
は
普
段
食
べ
た
り
飲
ん
だ

り
し
て
い
る
卵
や
牛
乳
が
食
卓

に
届
く
ま
で
に
農
場
の
人
た
ち

が
ど
の
よ
う
に
し
て
働
い
て
く

れ
て
い
る
の
か
を
肌
で
感
じ
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
感
謝
の
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い

た
。
ま
た
、
命
の
つ
な
が
り
や

尊
さ
・
大
切
さ
を
今
回
の
農
場

体
験
を
通
し
て
し
っ
か
り
と
学

ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

農
場
生
活
学
ぶ

１
、２
年
生
が
宿
泊
合
宿

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
全
日
制

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

ジ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
７
年

生
と
８
年
生
21
人
が
、
修
学
旅

行
と
し
て
８
月
27
日
か
ら
30
日

ま
で
３
泊
４
日
で
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
、
ボ
ル
チ
モ
ア

を
訪
れ
た
。 

　

１
日
目
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
で
リ
バ
テ
ィ
ベ
ル
の
見
学

と
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
ホ
ー

ル
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
。

そ
の
後
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
に
あ
る

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
ビ
レ
ッ
ジ
を
訪

れ
、
１
７
０
０
年
代
初
頭
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
迫
害
を
受
け
、
ア

メ
リ
カ
に
渡
っ
て
き
た
人
々
が

今
で
も
３
０
０
年
前
と
ほ
ぼ
変

わ
ら
な
い
生
活
を
し
て
い
る
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
日
目
は
国
立
ア
メ
リ
カ
歴

史
博
物
館
を
訪
れ
、
１
８
１
２

年
に
行
わ
れ
た
米
英
戦
争
で
イ

ギ
リ
ス
軍
撃
退
後
に
も
燃
え
ず

に
残
っ
て
い
た
実
際
の
星
条
旗

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら

に
今
年
も
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の

見
学
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

８
年
生
は
２
回
目
の
訪
問
の
生

徒
も
多
か
っ
た
が
、
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
を
象
徴
す
る
建
造
物
の

一
つ
で
あ
る
た
め
、
何
度
訪
れ

て
も
素
晴
ら
し
い
経
験
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
７
年
生
は
ア
メ

リ
カ
自
然
史
博
物
館
、
８
年
生

は
グ
ル
ー
プ
別
学
習
で
事
前
に

見
学
ル
ー
ト
を
計
画
し
、
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
内
の
博
物
館
を
自

主
行
動
で
見
学
を
行
っ
た
。

　
３
日
目
は
午
前
中
に
最
高
裁

判
所
に
赴
き
、
ア
メ
リ
カ
司
法

の
最
高
の
場
で
あ
る
と
い
う
厳

格
な
雰
囲
気
や
真
っ
白
な
ギ
リ

シ
ャ
風
建
築
の
荘
厳
さ
に
圧
倒

さ
れ
た
。
そ
の
後
は
国
立
航
空

宇
宙
博
物
館
の
本
館
を
訪
れ
、

昼
食
を
は
さ
ん
で
７
年
生
は
国

会
議
事
堂
、
８
年
生
は
再
び
グ

ル
ー
プ
別
学
習
で
自
主
行
動
を

行
っ
た
。
７
年
生
は
２
日
間
で

ア
メ
リ
カ
行
政
、
司
法
、
立
法

の
三
権
の
場
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

　

４
日
目
は
ボ
ル
チ
モ
ア
の
フ

ォ
ー
ト
・
マ
ク
ヘ
ン
リ
ー
国

立
公
園
を
訪
れ
た
。
こ
こ
は

１
８
１
２
年
に
起
き
た
米
英
戦

争
時
に
重
要
な
防
衛
基
地
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
し

て
２
日
目
に
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
た
星
条
旗
が
イ
ギ
リ
ス

軍
の
激
し
い
砲
撃
に
耐
え
抜
い

た
旗
で
、
こ
の
場
所
が
ア
メ
リ

カ
国
歌
誕
生
の
地
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
重
要
な
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

　

修
学
旅
行
実
行
委
員
を
中
心

に
生
徒
一
人
一
人
が
自
主
自
律

の
行
動
を
心
掛
け
、
充
実
し
た

４
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。
10
月
12
日
（
土
）
に
行
わ

れ
る
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
修
学
旅
行
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
、
劇
を
発
表
す

る
予
定
で
あ
る
。

修
学
旅
行
で
現
地
理
解

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
７
、８
年
生

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
半
場
綾

子　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
で
７

日
、
２
０
０
１
年
９
月
11
日
に

起
き
た
、
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ

る
被
害
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
一
人
ひ
と
り
の
心
に
記
憶

と
し
て
残
そ
う
と
全
園
児
・
児

童
が
参
加
し
て
避
難
訓
練
を
行

っ
た
。
訓
練
後
は
全
校
児
童
で

黙
祷
を
さ
さ
げ
、
犠
牲
者
達
の

冥
福
を
祈
っ
た
。

　

同
学
園
で
は
、
災
害
時
の
防

災
・
避
難
訓
練
と
は
他
に
、
不

審
者
の
侵
入
か
ら
身
を
守
る
た

め
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
ド
リ
ル
も

行
っ
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

ド
リ
ル
と
は
、
危
害
を
加
え
る

恐
れ
の
あ
る
人
物
の
学
内
進
入

に
備
え
、
一
刻
も
早
く
安
全
な

場
所
に
避
難
す
る
と
い
う
訓
練

を
指
す
。
同
訓
練
は
地
元
警
察

の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
実
施

さ
れ
、
実
際
に
不
審
者
が
学
内

に
侵
入
す
る
場
面
を
想
定
。
そ

れ
に
対
応
し
て
、
武
装
し
た
警

察
官
が
校
舎
内
を
巡
回
す
る
と

い
う
緊
迫
し
た
訓
練
と
な
っ
て

い
る
。
同
学
園
で
は
常
日
頃
か

ら
防
災
や
防
犯
に
備
え
、
防
災

訓
練
・
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
ド
リ
ル

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

避難訓練と黙祷式
育英サタデー校

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html


（15）　　 ［教　育］ 2024年（令和 6年）9月 14日（土）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
）
幼
児
部
は
15
日
（
日
）

午
前
９
時
40
分
か
ら
午
後
１
時

30
分
ま
で
、
同
学
園
キ
ャ
ン
パ

ス 

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
秋
の
大

運
動
会
」
を
開
催
す
る
。
幼
児

部
年
少
、
年
中
、
年
長
組
が
一

堂
に
会
し
、
か
け
っ
こ
や
ダ
ン

　

こ
ん
に
ち
は
。
早
稲
田
ア
カ

デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校
の
川
村
で
す
。

今
月
は
、
高
校
入
試
に
お
け
る

「
受
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
考
え

方
」
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま

す
。

　

前
提
と
し
て
、
東
京
私
立
中

学
高
等
学
校
協
会
で
は
帰
国
生

を
「
原
則
と
し
て
、
そ
の
期
間

が
１
年
以
上
海
外
に
滞
在
し
、

帰
国
後
３
年
以
内
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
帰
国
生
入
試

は
11
月
20
日
以
降
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

日
本
国
外
で
入
試
を
実
施
す
る

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

期
日
前
に
入
試
を
実
施
す
る
場

合
に
は
、
合
格
発
表
を
期
日
後

に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
は
あ
く
ま
で
も

「
東
京
都
内
の
私
立
中
学
高
等

学
校
」
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
他
の
地
域
に
は
当
て
は
ま

り
ま
せ
ん
。

　

帰
国
時
期
に
つ
い
て
、
も
ち

ろ
ん
ご
家
庭
の
事
情
や
赴
任
期

間
に
も
よ
り
ま
す
が
、
①
現
地

校
が
修
了
し
た
後
７
月
頭
に
帰

国
し
、
２
学
期
（
９
月
）
か
ら

日
本
の
学
校
に
転
校
さ
れ
る

方
、
ま
た
は
②
現
地
の
学
校
に

12
月
末
ま
で
通
い
、
1
月
か
ら

本
格
化
す
る
高
校
入
試
に
備
え

て
1
月
初
旬
に
帰
国
さ
れ
る
方

が
多
い
で
す
。

　

上
記
②
の
ケ
ー
ス
で
多
い
の

「
受
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

考
え
方
」

3

は
、【
11
月
〜
12
月
】
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ど
ア
メ
リ
カ
国
内
で

実
施
す
る
学
校
や
オ
ン
ラ
イ
ン

で
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
学

校
を
ア
メ
リ
カ
で
受
験
↓
【
1

月
初
旬
〜
中
旬
】
日
本
に
帰
国

後
、
１
月
中
旬
に
実
施
さ
れ
る

帰
国
生
対
象
の
入
試
を
受
験
↓

【
1
月
22
日
〜
】
日
本
在
住
の

受
験
生
と
一
緒
に
推
薦
入
試
や

一
般
入
試
を
受
験
、
と
な
り
ま

す
。
１
月
22
日
か
ら
始
ま
る
推

薦
入
試
・
一
般
入
試
で
す
が
、

７
月
に
お
伝
え
し
た
と
お
り
、

日
本
在
住
の
受
験
生
の
受
験
日

と
同
一
日
程
で
行
わ
れ
る
入
試

の
た
め
、
同
じ
問
題
で
実
施
さ

れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す

（
詳
し
く
は
、
帰
国
生
高
校
受

験
②
「
受
験
科
目
と
そ
の
考
え

方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
5

月
号
「
帰
国
生
高
校
受
験
①
」

で
お
伝
え
し
た
、「
３
つ
の
受

験
校
群
の
考
え
方
」を
参
考
に
、

「
ど
の
時
期
に
ど
の
学
校
を
受

験
す
る
か
」
を
考
え
な
が
ら
受

験
す
る
学
校
を
決
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

今
回
は
こ
こ
ま
で
と
な
り
ま

す
。
10
月
は
「
帰
国
生
中
学
受

験
④　

５
つ
の
受
験
科
目
パ
タ

ー
ン　

そ
の
３
」、
そ
し
て
11

月
に
は
「
帰
国
生
高
校
受
験
④　

英
数
国
3
科
目
入
試
の
戦
い

方
」
に
つ
い
て
お
伝
え
い
た
し

ま
す
。
次
回
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

ジ
、岡
田
雅
彦
校
長
）
で
５
日
、

中
等
部
に
お
い
て
Ｎ
Ｂ
Ａ
チ
ー

ム
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ

ッ
ク
ス
の
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
チ
を

招
い
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教

室
が
行
わ
れ
た
。
普
段
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
に
な
じ
み
が
な
い

生
徒
た
ち
も
、
コ
ー
チ
た
ち
の

楽
し
い
指
導
に
だ
ん
だ
ん
と
緊

張
が
ほ
ぐ
れ
て
い
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

教
室
に
は
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
日
本
人

初
の
コ
ー
チ
で
も
あ
り
現
在
同

チ
ー
ム
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー

チ
で
あ
る
吉
本
泰
輔
さ
ん
も
来

校
し
、
生
徒
た
ち
か
ら
の
質
問

に
答
え
た
。「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
が
う
ま
く
な
る
た
め
に
一

番
必
要
な
こ
と
は
？
」
と
い
う

生
徒
か
ら
の
質
問
に
「
練
習
を

続
け
る
情
熱
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
へ
の
愛
」
と
応
え
、
参
加

し
た
生
徒
た
ち
は
吉
本
コ
ー
チ

の
貴
重
な
話
を
間
近
で
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。

　

そ
の
後
、
吉
本
コ
ー
チ
も
指

導
に
加
わ
り
、
最
初
は
リ
ン
グ

に
届
か
な
か
っ
た
シ
ュ
ー
ト
も

だ
ん
だ
ん
と
届
く
よ
う
に
な
っ

て
、
生
徒
た
ち
も
興
奮
し
な
が

ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

ん
だ
。
最
後
に
行
っ
た
コ
ー
チ

陣
と
の
シ
ュ
ー
ト
勝
負
で
は
５

戦
中
生
徒
が
４
勝
す
る
と
い
う

結
果
と
な
り
、
短
時
間
な
が
ら

練
習
の
成
果
が
著
し
い
も
の
だ

っ
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

最
高
峰
で
あ
る
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
ジ
ュ

ニ
ア
チ
ー
ム
の
練
習
を
体
感

し
、
生
徒
た
ち
は
み
な
め
い
っ

ぱ
い
楽
し
み
、
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

当
日
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
の
森
美
樹
夫
大
使
、
岡
田

雅
彦
校
長
が
開
会
の
挨
拶
を
行

っ
た
。
学
生
時
代
に
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
た
と
い

う
森
大
使
は
生
徒
の
前
で
シ
ュ

ー
ト
を
披
露
し
、「
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
こ
と
を
通

じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興

味
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
し
た
。

　

ま
た
岡
田
校
長
は
「
こ
の
よ

う
な
機
会
を
設
け
て
く
れ
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ッ
ク
ス
に
感

謝
し
ま
す
」
と
の
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
た
。

NYニックスの吉本コーチが来校
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で
バ
ス
ケ
教
室

練
習
へ
の
情
熱
説
く

ス
、
玉
入
れ
な
ど
の
団
体
競
技

を
行
う
。
ま
た
、
こ
の
日
は
オ

ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
と
し
て
外
部
の

人
も
参
加
で
き
、
未
就
園
の
外

部
向
け
競
技
も
準
備
が
あ
る
。

雨
天
の
場
合
は
22
日
（
日
）
に

延
期
さ
れ
る
。
予
約
は
Ｅ
メ

ー
ルDayschool.nyikuei@

gmail.com

ま
で
。

　

幼
児
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
も

　

ま
た
同
学
園
で
は
、
29
日

（
日
）
午
前
10
時
か
ら
11
時
30

分
ま
で
「
運
動
会
ご
っ
こ
」
を

開
催
す
る
。
子
ど
も
達
の
競
技

は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
も
一
緒

に
参
加
で
き
る
競
技
も
あ
る
。

希
望
者
に
は
学
園
内
の
ツ
ア
ー

も
実
施
す
る
。
要
予
約
。
定
員

は
13
家
族
程
度
。
対
象
年
齢
は

２
歳
半
か
ら
６
歳
。

　

参
加
費
は
子
ど
も
1
人
25
ド

ル
（
参
加
希
望
の
兄
弟
姉
妹
は

10
ド
ル
追
加
）。
申
し
込
み
締

め
切
り
は
９
月
26
日
（
木
）。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

nichinichi.asobo.nyikuei@
gmail.com

ま
で
。

秋の大運動会開催へ
NY 育英学園で１５日

学外の一般参加児童も歓迎

https://www.nichinoken.co.jp/np5/nnk/ngs/
nichinichi.asobo.nyikuei@gmail.com
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Ｑ　

も
う
す
ぐ
小
学
生
に
な
る

子
ど
も
が
、
本
よ
り
画
面
を
見

る
時
間
が
長
く
、
本
を
読
ん
で

も
内
容
を
あ
ま
り
理
解
し
て
い

ま
せ
ん
。

Ａ　

研
究
に
よ
る
と
、
私
た
ち

人
間
の
脳
は
活
字
を
読
む
と
き

と
画
面
の
文
字
を
読
む
と
き

で
、
は
た
ら
き
が
異
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

子
ど
も
た
ち
の
知
性
の
発
達
に

と
っ
て
も
大
き
な
意
味
を
も
ち

ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、
物
理

的
な
本
に
触
れ
る
機
会
が
少
な

い
こ
と
は
「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
」
と
称
さ
れ
る
、
分

析
力
、
推
論
力
、
共
感
力
、
物

事
を
関
連
づ
け
る
力
、
長
期
的

な
記
憶
力
と
い
っ
た
と
て
も
大

切
な
ス
キ
ル
が
身
に
つ
か
な
い

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
活
字
の
本
で

健
や
か
か
つ
刺
激
的
な
読
書
の

習
慣
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
、

深
く
読
む
力
を
育
め
な
い
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。読
書
の
習
慣
は
、

親
と
し
て
、
手
本
と
な
る
べ
き

大
人
と
し
て
、
私
た
ち
が
促
す

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
促
す
べ

き
こ
と
で
す
。
そ
の
第
一
歩
と

し
て
、
私
た
ち
自
身
が
活
字
の

本
を
読
む
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
が
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
が

活
字
の
本
を
読
む
よ
う
に
な
る

た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
２
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
一
緒
に
本
を
読
む

こ
と
で
す
。
本
を
共
有
す
る
時

間
を
つ
く
る
と
、
子
ど
も
は
自

然
に
フ
ォ
ー
カ
ス
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
科
学
者
が
「
認
知
的

忍
耐
力
」
と
呼
ぶ
集
中
力
を
養

う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次

第
に
子
ど
も
た
ち
は
よ
り
長
い

時
間
集
中
し
、
深
く
読
む
力
を

高
め
、
や
が
て
独
自
の
ア
イ
デ

ア
や
視
点
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
の
方
法
は
、
思
い
や

り
の
あ
る
指
導
が
あ
っ
て
初
め

て
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ま
た

画
面
上
で
は
そ
の
効
果
は
大
き

く
落
ち
込
み
ま
す
。
デ
バ
イ
ス

は
子
ど
も
た
ち
の
意
識
を
自
ず

と
別
の
も
の
へ
誘
導
し
、
そ
こ

で
留
ま
ら
せ
よ
う
と
す
る
た

め
、
注
意
力
が
散
漫
に
な
る
原

因
と
な
る
か
ら
で
す
。
親
子
の

絆
は
、
子
ど
も
た
ち
の
好
奇
心

と
学
習
の
源
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
発
展
さ
せ
る
過
程
に
お
け
る

鍵
と
な
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
質
問
を
す
る
こ
と

で
す
。
本
を
読
み
な
が
ら
子
ど

も
に
積
極
的
に
質
問
を
し
ま
し

ょ
う
。
子
ど
も
の
記
憶
力
を
試

す
の
で
は
な
く
、
本
に
書
か
れ

て
い
る
こ
と
、
自
分
の
感
情
、

世
界
に
関
す
る
知
識
を
結
び
つ

け
る
よ
う
に
会
話
形
式
で
質
問

を
投
げ
か
け
て
く
だ
さ
い
。
具

体
的
に
は
次
の
３
つ
の
こ
と
を

す
る
よ
う
に
子
ど
も
に
促
し
ま

す
。
①
物
語
を
そ
れ
ま
で
の
知

識
と
結
び
つ
け
る
（
例
：
不
思

議
の
国
の
ア
リ
ス
を
読
み
、「
本

物
の
ウ
サ
ギ
は
ど
の
よ
う
に
行

動
す
る
か
な
？
こ
の
ウ
サ
ギ
は

ど
う
違
う
の
？
」
と
尋
ね
る
）

②
登
場
人
物
に
感
情
移
入
す
る

（
例
：
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い

る
と
こ
ろ
を
読
み
、「
怪
物
だ

ら
け
の
島
に
い
た
ら
ど
う
感
じ

る
？
」と
尋
ね
る
）③
分
析（
推

論
、
予
測
、
考
察
）
す
る
（
例
：

長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
を
読
み
、

「
な
ぜ
ピ
ッ
ピ
は
学
校
で
苦
労

し
た
と
思
う
？
」「
ピ
ッ
ピ
は

大
き
く
な
っ
て
か
ら
何
を
し
た

と
思
う
？
」
と
尋
ね
る
）

　

子
ど
も
た
ち
の
知
識
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
新
し
い
本
を
読

む
た
び
に
、
お
気
に
入
り
の
本

を
読
み
返
す
た
び
に
、
少
し
ず

つ
確
実
に
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。
私
た
ち
が
彼
ら
の
中
の
古

い
情
報
と
新
し
い
情
報
の
橋
渡

し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
新
し
い
知
識
が
定
着

す
る
可
能
性
は
格
段
に
高
く
な

り
、
ま
た
十
分
な
練
習
を
す
れ

ば
子
ど
も
た
ち
は
自
分
で
そ
れ

を
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

本
を
深
く
読
む
に
は
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
画
面
を
通
し
て

身
に
つ
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ

ル
も
重
要
で
す
が
、
画
面
を
避

け
ら
れ
な
い
現
代
の
状
況
を
考

え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
い
ず

れ
自
然
と
そ
う
い
っ
た
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
一

方
で
、
本
を
深
く
読
む
こ
と

は
、そ
の
た
め
に
必
要
な
時
間
、

集
中
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
が

な
け
れ
ば
、
簡
単
に
挫
折
し
て

し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

本
を
深
く
読
む
マ
イ
ン
ド
に
切

り
替
え
る
手
助
け
を
す
る
こ
と

で
、や
が
て
彼
ら
は
デ
ィ
ー
プ
・

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
、
そ
れ
を
画
面
上
の
メ

デ
ィ
ア
に
も
応
用
で
き
る
こ
と

に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は

私
た
ち
全
員
が
望
ん
で
い
る
こ

と
、つ
ま
り
識
別
力
を
持
っ
て
、

思
慮
深
く
、
そ
し
て
客
観
的
に

デ
ジ
タ
ル
世
界
と
関
わ
る
ス
キ

ル
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

帰国子女アカデミー 小中高プログラム主任
グレゴリオ・ラブナル相談員

A Story a Day: 活字の本で育む、
本を「深く」読む力

 本欄への相談は
● 帰国子女アカデミー
　Tel: 81-3-3723-2380 
　www.kikokushijoacademy.com 
　contact@kikokushijoacademy.com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領

事
館
は
令
和
６
（
２
０
２
４
）

年
度
後
期
用
教
科
書
の
申
し
込

み
受
付
を
開
始
し
た
。
教
科
書

無
償
配
布
事
業
は
、
次
の
①
〜

③
の
要
件
を
満
た
す
子
女
が
対

象
。

　

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
将
来

日
本
に
帰
国
し
て
進
学
あ
る
い

は
就
労
す
る
意
思
を
有
す
る
義

務
教
育
学
齢
子
女
。
子
ど
も
の

生
年
月
日
に
該
当
す
る
学
年
以

外
の
教
科
書
は
配
布
不
可
。
②

同
館
管
轄
地
（
Ｎ
Ｙ
州
、
Ｎ
Ｊ

州
、Ｐ
Ａ
州
、Ｄ
Ｅ
州
、Ｗ
Ｖ
州
、

Ｃ
Ｔ
州
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

郡
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
準
州
、
バ

ー
ジ
ン
諸
島
）
に
居
住
し
、
当

館
に
在
留
届
を
届
出
し
て
い
る

子
女
。
③
日
本
人
学
校
や
日
本

語
補
習
校
等
の
在
外
教
育
施
設

に
在
籍
し
て
い
な
い
子
女
（
在

外
教
育
施
設
に
在
籍
し
て
い
る

子
女
の
教
科
書
無
償
配
布
は
各

学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
る
）。

　

教
科
書
の
配
布
は
小
学

生
が
年
２
回
（
前
期
・
後

期
）、
中
学
生
が
年
１
回
（
前

期
）。
申
し
込
み
期
限
内
に
、

郵
送
に
て
申
請
す
る
。
教
科

書
の
配
送
は
、
申
し
込
み
手

続
き
終
了
後
、
委
託
業
者
の

NIPPON EXPRESS USA., 
INC.

を
通
し
て
、FedEx

に

て
順
次
配
送
さ
れ
る
。
申

し
込
み
締
切
り
は
９
月
30

日
（
月
）。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
ペ

ー

ジhttps://www.ny.us.
emb-japan.go.jp/itpr_
ja/11_000001_00552.
html

を
参
照
す
る
。

後期教科書を配布
NY日本総領事館で

https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://miray109.com/
http://www.gwjs.org
http://www.betteratmath.com
https://starchildny.com/
http://shidogakuin.com
https://www.joes.or.jp/
http://www.kikokushijoacademy.com
mailto:contact@kikokushijoacademy.com
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00552.html


　

太
平
洋
戦
争
中
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
は
政
府
の
意
図
を
国

民
に
伝
え
る
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア

は
単
に
情
報
を
提
供
す
る
だ

け
で
な
く
、
戦
争
の
支
持
と

士
気
を
維
持
す
る
た
め
の
強

力
な
ツ
ー
ル
で
し
た
。
日
本

で
は
政
府
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
内
容
を
厳
し
く
統
制
し
、

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
駆
使
し
て

国
民
の
意
識
を
操
作
し
ま
し

た
。
ポ
ス
タ
ー
、
ラ
ジ
オ
放

送
、
新
聞
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
デ
ィ
ア
が
戦
争
の
美
化

と
国
家
の
結
束
を
促
進
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
放
送
で
は
、
勝
利
の

報
告
や
英
雄
的
な
行
為
を
称

え
る
ス
ピ
ー
チ
が
頻
繁
に
放

送
さ
れ
、
国
民
に
戦
争
の
正

当
性
と
勝
利
へ
の
希
望
を
植

え
付
け
ま
し
た
。
新
聞
も
ま

た
、
国
家
の
強
さ
や
敵
の
弱

点
を
強
調
す
る
記
事
を
掲
載

し
、
戦
争
の
支
持
を
促
進
し

ま
し
た
。
政
府
は
情
報
の
検

閲
を
行
い
、
士
気
を
下
げ
る

可
能
性
の
あ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
ニ
ュ
ー
ス
や
情
報
を
徹
底

的
に
排
除
し
ま
し
た
。
例
え

ば
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
初

期
敗
北
は
報
道
さ
れ
ず
、
勝

利
の
み
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
死
者
数
の
詳
細
な

報
告
を
避
け
、
国
民
に
過
度

の
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
配

慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
検
閲

に
よ
っ
て
国
民
は
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
さ
れ
た
情
報
し
か
受

け
取
ら
ず
、
戦
争
の
現
実
を

正
確
に
理
解
す
る
こ
と
は
困

難
で
し
た
。

　

 

メ
デ
ィ
ア
は
こ
の
よ
う
に

し
て
日
本
国
内
で
の
国
家
主

義
的
熱
狂
を
維
持
し
ま
し
た
。

連
日
の
勝
利
報
告
や
英
雄
的

な
物
語
は
、
国
民
の
士
気
を

高
く
保
ち
、
戦
争
の
支
持
を

持
続
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
の
影
響
は
戦
後
に
な
っ
て

明
ら
か
に
な
り
、
戦
争
の
実

態
と
メ
デ
ィ
ア
の
関
与
の
深

刻
さ
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

戦
後
の
日
本
に

お
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
報
道
の

偏
り
と
操
作
性
が
批
判
さ
れ

（17）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）9月14日（土）

「
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
晃
飛

る
中
、
そ
の
教
訓
は
今
日
の

メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
重
要
な

教
訓
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
中
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、

情
報
の
透
明
性
と
公
正
さ
の

重
要
性
で
す
。
私
た
ち
は
メ

デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
、

批
判
的
思
考
を
養
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
再
び
同
じ
過
ち
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

メ
デ
ィ
ア
が
戦
時
中
に
果
た

し
た
役
割
を
正
し
く
理
解
し
、

現
在
の
報
道
姿
勢
に
生
か
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
メ
デ
ィ
ア
の
操
作
と

影
響
が
、
戦
後
に
新
た
な
問

題
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
中
国
に
取
り
残
さ
れ

た
日
本
の
子
供
た
ち
、
す
な

わ
ち
中
国
残
留
孤
児
の
問
題

で
す
。 

戦
後
、
こ
れ
ら
の
孤

児
た
ち
は
日
本
に
帰
国
で
き

ず
、
中
国
で
様
々
な
困
難
に

直
面
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
多

く
は
、
戦
争
の
混
乱
と
家
族

の
離
散
の
中
で
、
祖
国
日
本

に
帰
れ
ず
、
中
国
で
様
々
な

困
難
に
直
面
し
ま
し
た
。
彼

ら
の
多
く
は
、
中
国
で
の
養

父
母
に
育
て
ら
れ
た
り
、
孤

児
院
で
過
ご
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
そ
の
生
活
は
決
し
て

平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
多
く
の
孤
児
た
ち
は
い

じ
め
を
受
け
た
り
、
貧
困
の

中
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
た

り
し
ま
し
た
。
戦
後
、
孤
児

た
ち
の
存
在
は
長
ら
く
無
視

さ
れ
続
け
ま
し
た
が
、
日
本

と
中
国
の
国
交
が
回
復
し
て

か
ら
、
両
国
政
府
は
孤
児
の

帰
国
支
援
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
帰
国
に
は
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
孤

児
た
ち
の
特
定
、
再
会
の
た

め
の
手
続
き
、
そ
し
て
帰
国

後
の
文
化
的
な
適
応
の
問
題

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

帰
国

支
援
活
動
は
一
部
成
功
を
収

め
ま
し
た
が
、
そ
の
過
程
で

孤
児
た
ち
は
深
刻
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
葛
藤
に
直
面

し
ま
し
た
。
日
本
に
戻
っ
た

後
も
、
彼
ら
は
日
本
語
が
う

ま
く
話
せ
ず
に
社
会
的
な
孤

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
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夏
休
み
に
入
り
、
お
兄
ち

ゃ
ん
と
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
時
25

メ
ー
ト
ル
泳
げ
る
人
、
泳
げ

な
い
人
と
分
け
る
テ
ス
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
泳

げ
な
い
チ
ー
ム
に
な
り
、
楽

し
そ
う
な
ス
ラ
イ
ダ
ー
も
で

き
な
く
て
、
く
や
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら

ぼ
く
は
、「
み
ん
な
み
た
い
に

泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
す
ご
く
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
家
の
近
く
の
プ
ー
ル

に
練
習
を
し
に
通
い
始
め
ま

し
た
。

　

一
番
さ
い
し
ょ
に
プ
ー
ル

に
入
っ
た
時
、
あ
さ
い
方
は

足
が
つ
く
し
、
な
ん
だ
か
平

気
な
気
持
ち
が
し
て
プ
ー
ル

の
中
を
ず
ん
ず
ん
歩
き
始
め

ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
と

つ
ぜ
ん
深
く
な
っ
て
い
て
、

足
が
つ
か
な
く
な
り
、
ぼ
く

は
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
。

必
死
に
も
が
い
て
も
が
い
て
、

水
も
飲
ん
で
し
ま
い
、
半
分

く
ら
い
は
お
ぼ
れ
て
い
ま
し

た
。
泳
げ
な
い
の
に
大
丈
夫

か
も
し
れ
な
い
と
気
持
ち
が

ゆ
る
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。「
調
子
に
の
っ
て

は
い
け
な
い
」「
水
は
す
ご
く

こ
わ
い
な
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
い
し
ょ
は
水
に
顔
を
つ

け
る
こ
と
も
、
長
く
も
ぐ
る

こ
と
も
、
う
く
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
さ

い
し
ょ
は
、
う
き
輪
を
使
っ

て
う
く
練
習
、
プ
ー
ル
の
ふ

ち
を
持
っ
て
バ
タ
足
の
練
習

を
し
ま
し
た
。
プ
ー
ル
に
毎

日
通
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ

う
い
た
り
、
バ
タ
足
で
進
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
ど
ん
ど
ん
楽
し
く

な
っ
て
き
て
、
も
っ
と
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
ぼ
く
は
水
に
も
ぐ

っ
て
も
す
ぐ
に
水
面
に
上
が

っ
て
き
て
し
ま
い
、
な
か
な

か
長
く
も
ぐ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
タ
足
を

し
て
も
、
下
半
身
が
し
ず
ん

で
し
ま
い
、
ま
っ
た
く
前
に

進
め
な
い
で
い
る
と
、
お
兄

　

今
日
、
神
様
の
階
だ
ん
と

言
う
タ
イ
ト
ル
の
本
を
読
み

ま
し
た
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
を

読
ん
だ
時
、
神
様
が
主
人
公

か
と
思
い
ま
し
た
。
神
様
が

階
だ
ん
を
使
っ
て
お
り
て
く

る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
じ
っ
さ
い
は
、
バ
リ

島
の
風
景
や
人
び
と
の
生
活

の
話
で
し
た
。
想
ぞ
う
し
て

い
た
話
と
ち
が
っ
て
い
た
の

で
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
本
を
読
ん
で
新
し
く

知
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
バ
リ
島
の
人
び
と
の

生
活
で
す
。
一
つ
目
は
、
牛

を
使
っ
た
農
業
で
す
。
バ
リ

島
の
人
び
と
は
、
牛
を
使
っ

て
白
か
き
と
言
う
作
業
を
し

ま
す
。
白
か
き
と
言
う
作
業

は
、
土
を
ほ
り
お
こ
し
て
、

し
ょ
く
物
が
育
ち
や
す
く
す

る
こ
と
で
す
。
日
本
で
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
野
菜
を
そ
だ

て
て
い
ま
す
。
機
械
を
使
っ

て
た
が
や
し
て
い
ま
し
た
。

牛
と
機
械
の
ち
が
い
の
大
き

さ
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
バ
リ
島
の
人

び
と
は
神
様
の
家
を
建
て
て
、

中
に
花
や
米
や
お
か
し
を
い

っ
ぱ
い
お
い
て
、
神
様
に
し

ゅ
う
か
く
ま
で
の
間
、
そ
こ

に
住
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
日

本
で
も
神
様
に
お
そ
な
え
も

の
は
す
る
け
れ
ど
、
神
社
が

あ
っ
て
、
そ
こ
に
神
様
が
ず

っ
と
い
る
所
が
ち
が
う
と
思

い
ま
し
た
。
場
所
が
ち
が
っ

て
い
た
り
、
日
本
と
に
て
い

る
所
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、

い
ん
し
ょ
う
に
の
こ
っ
た
場

面
は
、
ブ
ン
ガ
・
ビ
ン
タ
ン

と
言
う
花
に
つ
い
て
せ
つ
め

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

星
の
花
と
言
う
意
味
だ
そ
う

で
す
が
、
写
真
が
の
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
ま
し
た
。
そ
の

花
は
、
５
ま
い
の
花
び
ら
が

あ
っ
て
、
本
当
に
星
に
見
え

ま
し
た
。
花
に
星
の
名
前
を

つ
け
て
す
て
き
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
話
を
読

ん
で
、
バ
リ
島
に
つ
い
て
た

く
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
バ

リ
島
に
は
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
を
た
び

し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

他
の
地
に
つ
い
て
も
知
り
た

い
の
で
、
他
の
本
も
読
ん
で

見
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　

   （
滞
米
１
年
１
か
月
）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
の
責
任
と
中
国
残
留
孤
児
問
題
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
摩
耶

立
を
経
験
し
、
過
去
の
記
憶

や
文
化
と
の
違
い
に
苦
し
む

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
多
く

の
孤
児
は
、
自
己
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
向
き
合
い
な

が
ら
、
日
本
社
会
へ
の
適
応

を
試
み
ま
し
た
。 

孤
児
た
ち

の
物
語
は
、
日
中
関
係
に
お

い
て
も
重
要
な
意
味
を
持
ち

ま
し
た
。
彼
ら
の
苦
難
と
再

会
の
努
力
は
、
両
国
間
の
和

解
と
理
解
を
促
進
す
る
た
め

の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
小
説
や

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
な

ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
両

国
の
人
々
の
心
に
深
い
印
象

を
残
し
ま
し
た
。
孤
児
た
ち

の
経
験
は
、
単
な
る
歴
史
の

一
部
で
は
な
く
、
現
在
の
国

際
関
係
や
和
解
の
努
力
に
お

い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
残
留

孤
児
た
ち
は
高
齢
化
が
進
み
、

そ
の
生
活
に
困
難
を
抱
え
て

い
る
人
も
お
り
、
ど
の
よ
う

に
支
援
す
る
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

 　
戦
争
の
歴
史
が
ど
の
よ
う

に
教
え
ら
れ
、
記
憶
さ
れ
て

い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
私

た
ち
が
過
去
の
過
ち
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
不
可
欠
な

こ
と
で
す
。
戦
争
の
悲
劇
を

忘
れ
ず
、
今
後
の
平
和
を
築

く
た
め
に
、
私
た
ち
は
歴
史

を
正
し
く
理
解
し
、
記
憶
し

続
け
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
こ

の
知
識
を
胸
に
刻
み
、
過
去

の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
、
行
動
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
歴
史
を
学
び
続
け
る
こ

と
で
、
平
和
で
公
正
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て
共
に
歩
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

太
平
洋
戦
争
中
の
メ
デ
ィ
ア

の
役
割
と
中
国
残
留
孤
児
の

歴
史
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

形
で
私
た
ち
に
深
い
教
訓
を

教
え
て
い
ま
す
。
戦
争
の
記

憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

過
去
の
過
ち
か
ら
学
び
、
未

来
の
平
和
を
築
く
た
め
に
、

私
た
ち
は
歴
史
を
正
し
く
理

解
し
、
記
憶
し
続
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

   （
滞
米
14
年
10
か
月
）

「外国のくらしを知って」
　　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　余田　桃な

ち
ゃ
ん
が
、「
バ
タ
足
を
早
く

交
ご
に
動
か
せ
。
体
は
ま
っ

す
ぐ
に
し
ろ
。」
と
、
色
々
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど

初
め
は
思
う
よ
う
に
出
来
な

く
て
く
や
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
夏
休
み
中
、
だ
い
た

い
毎
日
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
母

さ
ん
と
練
習
し
た
お
か
げ
で
、

少
し
ず
つ
前
に
進
む
こ
と
、

前
よ
り
長
く
も
ぐ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
あ
き
ら
め
ず
に
練

習
し
て
良
か
っ
た
な
と
す
ご

く
感
じ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

す
ぐ
に
「
め
ん
ど
う
く
さ
い

な
」
と
か
、「
大
変
そ
う
だ
な
」

と
あ
き
ら
め
て
し
ま
い
ま
す
。

け
れ
ど
、
こ
の
夏
休
み
は
「
み

ん
な
み
た
い
に
泳
げ
る
よ
う

に
な
り
た
い
」
と
、
毎
日
少

し
ず
つ
で
も
練
習
し
ま
し
た
。

水
泳
だ
け
で
な
く
、
勉
強
や

運
動
や
英
語
も
か
ん
た
ん
に

は
出
来
な
い
け
れ
ど
、
コ
ツ

コ
ツ
練
習
を
す
れ
ば
、
き
っ

と
い
つ
か
は
で
き
る
よ
う
に

様
に
な
り
ま
す
。
努
力
す
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
４
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com


2024年（令和 6年）9月 14日（土） ［LIVING in USA］　　（18  ）

池
の
畔
に
建
つ
一
戸
建
て
住
宅

　

近
隣
住
民
に
よ
り
管
理
さ
れ
た
池
の
眺
望
を
大
き
な
窓

い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
や
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

か
ら
楽
し
め
る
物
件
だ
。

　

春
は
池
の
畔
に
花
が
咲
き
乱
れ
、
秋
は
水
面
に
反
映
し

た
美
し
い
紅
葉
が
見
事
。
写
真
の
家
は
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
町

の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
地
域
の
１
戸
建
て
賃
貸
住
宅
。
リ
バ
ー

サ
イ
ド
は
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
の
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
ラ
イ
ン

で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ま
で
一
時
間
弱
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
駅
か

ら
物
件
ま
で
は
車
で
5

分
。
階
段
の
段
差
の
少

な
い
ス
プ
リ
ッ
ト
レ
ベ

ル
ス
タ
イ
ル
で
住
み
や

す
い
3
寝
室
、
２
・
５

浴
室
の
間
取
り
。
広
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
の

大
き
な
ピ
ク
チ
ャ
ー
ウ

ィ
ン
ド
ー
か
ら
は
緑
豊

か
な
裏
庭
を
一
望
で
き

る
。
キ
ッ
チ
ン
、
バ
ス

ル
ー
ム
も
改
装
済
み
。

平
均
の
一
戸
建
て
の
売

買
価
格
が
３
０
０
万
ド

ル
弱
と
い
う
地
域
で
こ

ん
な
一
軒
家
に
住
め
る

の
は
嬉
し
い
。

　

小
学
校
へ
は
徒
歩
圏

で
、
オ
ー
ル
ド
グ
リ
ニ

ッ
チ
に
あ
る
広
大
な
グ
リ
ニ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
の
ビ
ー
チ
に

ア
ク
セ
ス
が
い
い
の
も
魅
力
の
一
つ
だ
。
3
寝
室
で
全
館

冷
暖
房
完
備
。
車
庫
付
き
。
延
床
面
積
２
１
２
９
平
方
フ

ィ
ー
ト
。
家
賃
は
６
５
０
０
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・９
２
１
・１
６
１
６
、

Ｅ
メ
ー
ル　info@shoenrealty.com

　

古
旗
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

　
「
Ｎ
Ｙ
市
は
世
界
で
２
番
目

に
騒
音
が
ひ
ど
い
」
と
い
う
最

新
の
調
査
結
果
を
、
語
学
学
習

ア
プ
リ
の
プ
レ
プ
リ
ー
が
公
表

し
た
。
同
社
は
世
界
主
要
都
市

の
交
通
量
や
騒
音
、
人
口
密
度

な
ど
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
騒
音

の
迷
惑
レ
ベ
ル
を
分
析
、
比
較

し
た
。
最
も
騒
音
レ
ベ
ル
が
高

か
っ
た
の
は
、
人
口
密
度
が
１

平
方
キ
ロ
メ
ー
タ
ー
当
た
り

２
万
１
０
０
０
人
、
年
間
入

込
客
数
２
３
２
７
万
６
０
０

人
、
観
光
地
の
騒
音
に
関
す
る

レ
ビ
ュ
ー
数
３
２
６
件
、
騒
音

レ
ベ
ル
が
58
・
62
の
パ
リ
だ
っ

た
。
Ｎ
Ｙ
市
は
２
位
で
、
人
口

密
度
は
１
平
方
キ
ロ
メ
ー
タ
ー

当
た
り
１
万
人
、
年
間
入
込
客

数
１
３
１
０
万
人
、
観
光
地
の

騒
音
に
関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
数

１
９
８
件
と
い
ず
れ
も
パ
リ
と

比
べ
て
低
い
が
、
騒
音
レ
ベ
ル

は
68
・
91
と
最
も
高
い
。

　

米
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

は
、
騒
音
公
害
は
高
血
圧
や
難

聴
、
寝
不
足
を
含
む
ス
ト
レ
ス

が
原
因
の
症
状
を
引
き
起
こ
す

と
忠
告
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
市
で

は
環
境
保
護
局
が
昨
年
、
走
行

車
両
の
騒
音
を
測
定
す
る
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、
85
デ
シ
ベ
ル
以

上
が
確
認
さ
れ
た
常
習
犯
に
は

最
高
２
０
０
０
ド
ル
の
罰
金
を

課
す
法
案
を
可
決
し
た
。
同
ラ

ン
キ
ン
グ
の
上
位
10
位
は
次
の

通
り
。
３
位
香
港
、
４
位
ロ
ン

ド
ン
、
５
位
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、

６
位
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
７
位
サ
ン

パ
ウ
ロ
、
８
位
東
京
（
騒
音
レ

ベ
ル
45
・
71
）、
９
位
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
10
位
ソ
ウ
ル
。
大

阪
は
７
位
タ
イ
（
騒
音
レ
ベ

ル
50
）
だ
っ
た
。
ラ
ン
キ
ン

グ
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブhttps://

preply.com/en/blog/the-
loudest-cities-in-the-world/

を
参
照
す
る
。

最
も
う
る
さ
い
都
市

Ｎ
Ｙ
は
世
界
で
２
位

ハロウイーンの季節が近づいてきた。窓の内側から幽霊
や妖怪などの映像を投射してあたかも家の中にお化けが
いるように見えるプロジェクター。郊外の家に窓ではよ
く見る光景だ。価格 $57.98～アマゾンなどで販売中。

窓
に
お
化
け
を
投
影ハロウイーンの人気者

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://kiku-ny.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
mailto:info@shoenrealty.com
https://preply.com/en/blog/the-loudest-cities-in-the-world/
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ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
（
株
）

は 

９
月
26
日
（
木
）
か
ら
、

公
認
協
会
認
定
の
米
国
最
新
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
資
格
講
座
を
開
催
す

る
。
週
１
回
２
時
間
８
回
コ
ー

ス
。
３
時
半
ま
た
は
６
時
半
ス

タ
ー
ト
。
会
場
（
２
番
街
45
丁

目
）、
教
材
は
英
語
で
日
本
語

訳
あ
り
、
英
語
専
門
用
語
も
両

方
学
ぶ
。
人
数
に
制
限
あ
り
。

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
為
の
食

品
、
美
肌
、
酸
化
酵
素
、
ビ
タ

ミ
ン
、
細
胞
の
若
さ
保
持
、
活

性
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
必
須
ア
ミ

ノ
酸
食
、
漢
方
、
ハ
ー
ブ
の
効

用
な
ど
に
つ
い
て
指
導
す
る
。

試
験
合
格
者
は
講
師
養
成
講
座

へ
進
み
、
公
認
認
可
校
と
し
て

世
界
で
独
立
校
が
可
能
。米
国
、

日
本
、
英
国
な
ど
で
公
式
称
号

の
下
、
活
動
で
き
る
。
講
師
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
協
会
認

定
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
武

石
越
路
さ
ん
（
共
立
女
子
大
学

食
物
科
卒
業
）。”

遺
伝
子
食

事
テ
ス
ト”

米
国
開
業
医
が
顧

問
。
皆
で”

１
２
０
歳
ま
で
元

気
に
楽
し
く
美
し
く”

が
ス
ロ

ー
ガ
ン
。
通
信
教
育
受
講
も
可

能
。

　

受
講
料
は
１
８
９
５
ド

ル
（
登
録
料
、
テ
キ
ス
ト

代
、
日
本
語
訳
、
資
料
代
、

受
験
料
、
証
書
代
な
ど
全
含

む
）。
申
し
込
み
時
に
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
を
見
た
と
伝
え
る
と

１
０
０
ド
ル
引
き
に
な
る
。
問

い
合
せ
・
申
し
込
み
は
電
話

６
４
６
・
９
３
２
・
８
９
０
０

（
テ
キ
ス
ト
可
）
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ルLicense_power@aol.

com 

（
松
井
さ
ん
）
ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

licensepower.net

を
参
照
。

若
返
り
な
が
ら
資
格
を

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ
ル

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
水

素
が
消
化
機
能
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
消
化
器
系
は
、
食

べ
物
を
消
化
し
、
栄
養
素
を
吸

収
す
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ス
ト
レ
ス
や
不
規
則
な
生
活
習

慣
、食
事
の
偏
り
な
ど
に
よ
り
、

消
化
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
水
素
が
役

立
つ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

研
究
に
よ
る
と
、
水
素
は
抗

酸
化
作
用
に
よ
り
、
消
化
器
系

の
細
胞
を
保
護
し
、
炎
症
を
抑

え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
胃
腸
の
健
康
が
改
善

さ
れ
、
消
化
不
良
や
胃
炎
、
腸

炎
な
ど
の
症
状
を
軽
減
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
水
素
は
腸
内
環
境
を
整
え

る
効
果
も
あ
り
、
腸
内
の
善
玉

菌
を
増
や
し
、
悪
玉
菌
を
減
ら

す
こ
と
で
、
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
ま
す
。

　

私
自
身
、断
食
や
大
腸
洗
浄
、

ロ
ー
フ
ー
ド
な
ど
を
通
じ
て
30

代
後
半
か
ら
健
康
を
保
っ
て
い

ま
す
が
、
長
年
の
便
秘
で
腸
の

形
が
変
形
し
て
い
ま
し
た
。
水

素
吸
入
に
よ
っ
て
副
交
感
神
経

が
優
勢
に
な
り
、
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
暴
飲
暴
食
が
な
く
な
り
、
こ
と
で
消
化
器
系
の
不
調
が
改

善
さ
れ
た
と
い
う
声
を
多
く
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
摂
取
方
法
と
し
て

は
、
水
素
水
や
水
素
サ
プ
リ
を

日
常
的
に
飲
む
こ
と
が
効
果
的

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
消
化
器

系
全
体
の
健
康
が
サ
ポ
ー
ト
さ

れ
、
栄
養
素
の
吸
収
効
率
も
向

上
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
水
素
の
新
た
な
効

能
や
研
究
結
果
に
つ
い
て
共
有

し
て
い
き
ま
す
。
水
素
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
消

化
器
系
の
健
康
維
持
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
水
素

を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て
み

（
15
）
水
素
と
消
化
機
能

て
く
だ
さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

水
素
水
を
飲
む
こ
と
で
、
食
後

の
胃
も
た
れ
や
消
化
不
良
が
軽

減
さ
れ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
10
代
の
娘
も
医
師
の
処

方
し
た
ハ
イ
カ
ロ
リ
ー
ミ
ル
ク

が
消
化
で
き
ず
、
生
後
す
ぐ
か

ら
便
秘
で
し
た
が
、
水
素
水
、

水
素
吸
入
、
水
素
サ
プ
リ
、
水

素
バ
ス
を
使
用
し
始
め
て
か
ら

３
か
月
ほ
ど
で
、
排
便
が
日
に

２
回
に
増
え
ま
し
た
。
お
客
様

か
ら
も
、
水
素
を
取
り
入
れ
る

　
「
テ
ク
ノ
法
要
：Techno 

Buddhist DJ

」
と
題
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
８
日
か
ら
11
日
ま
で

の
夕
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
仏
教
会

で
開
催
さ
れ
た
。
福
井
市
の
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
・
照
恩
寺
の

朝
倉
行
宣
住
職
に
よ
る
テ
ク
ノ

音
楽
に
乗
せ
て
お
経
を
読
み
上

げ
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
法

要
。
仏
教
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

融
合
を
手
が
け
る
ク
リ
エ
イ
タ

ー
河
野
円
も
共
演
し
た
。

　

会
場
で
は
読
み
上
げ
ら
れ
る

お
経
と
と
も
に
、
レ
ー
ザ
ー
ビ

ー
ム
な
ど
最
新
鋭
の
視
覚
効
果

も
交
え
て
、
神
秘
的
で
サ
イ
ケ

デ
リ
ッ
ク
な
空
間
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
法
要
を
超
え
た
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
披
露
し
た

朝
倉
住
職
は
「
中
学
生
時
代
イ

エ
ロ
ー
・
マ
ジ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
（
Ｙ
Ｍ
Ｏ
）
に
あ
こ
が

れ
て
い
ま
し
た
の
で
」と
話
す
。

ＹＭＯに
憧れて
テクノ音楽で
お経あげてます。
NY仏教会で法要

https://nyseikatsu.com/gallery/
http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
https://artofhaiku.org/
http://www.licensepower.net
http://www.licensepower.net
http://www.licensepower.net


2024年（令和 6年）9月 14日（土） ［総　合］　　（20  ）

　

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
日
本

の
伝
統
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
技

法
「
裂
き
織
り
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
品
展
が
26
日
（
木
）
か

ら
10
月
２
日
（
水
）
ま
で
、
日

本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
）で
開
催
さ
れ
る
。

（
主
催: B-SIG

株
式
会
社
、
協

賛: 

旭
酒
造
株
式
会
社
）

　
「
裂
き
織
り
」
と
は
役
目
を

終
え
た
着
物
や
布
を
細
か
く
裂

き
、
そ
の
裂
き
布
を
横
糸
と
し

て
織
り
込
ん
だ
技
法
。
こ
の
リ

サ
イ
ク
ル
技
法
は
、
糸
や
布
が

貴
重
だ
っ
た
時
代
に
有
効
活
用

さ
れ
て
き
た
。
当
時
は
主
に
木

綿
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
現

代
は
洋
服
や
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
多

様
な
素
材
が
使
用
さ
れ
、
よ
り

自
由
で
個
性
的
な
デ
ザ
イ
ン
の

作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

　

同
展
で
は
裂
き
織
り
の
布
に

加
え
、
裂
き
織
り
布
を
使
用
し

た
バ
ッ
グ
や
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ

ー
、
の
れ
ん
な
ど
、
多
彩
な
実

用
的
作
品
を
展
示
。
古
布
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
た
裂
き
織
り
作
品

は
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な

く
、
す
べ
て
が
一
点
も
の
。
今

回
は
、
特
に
着
物
の
礼
服
で
あ

る
「
留
袖
」
や
着
物
の
裏
地
で

あ
る
「
紅
絹
」
を
基
に
し
た
作

品
を
紹
介
す
る
。
出
展
作
家
は

有
川
道
子
（
裂
き
織
り
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
）、
井
上
洋
子
（
バ
ッ

グ
デ
ザ
イ
ナ
ー
）。

　

27
日
（
金
）
と
28
日
（
土
）

に
は
、
来
場
者
が
裂
き
織
り
を

体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
開
催
。
好
み
の
裂
き
織
り
糸

を
選
び
、
裂
き
織
り
布
を
作
成

す
る
。
時
間
は
午
前
11
時
、
午

後
２
時
と
４
時
、
定
員
は
１
日

６
人
ほ
ど
、
当
日
先
着
順
で
受

け
付
け
る
。
参
加
費
30
ド
ル
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
金
曜
が
午
前
10
時
か
ら
午
後

６
時
、
土
曜
は
午
後
５
時
ま

で
、
日
曜
休
廊
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.
nipponclub.org/

を
参
照
。

裂
き
織
り
展

日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
26日から

　 

今
年
も
10
月
３
日
に
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
〜
第
12
回
カ

ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー
〜
が
催
さ
れ
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
先
行

し
て
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
フ
ェ

ス
は
ア
ー
ト
物
販
で
参
加
。
11

月
末
に
北
京
駐
在
の
日
本
大
使

館
が
主
催
す
る
日
中
交
流
会
は

着
物
ド
レ
ス
と
前
回
の
カ
ー
ネ

ギ
ー
へ
出
演
し
た
佐
賀
県
の
神

楽
舞
や
葉
隠
れ
侍
と
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
民
間
の
国
際
親
善
で
経
済

交
流
の
発
展
に
も
繋
が
れ
ば
良

い
で
す
ね
。
約
20
年
間
の
活
動

の
中
で
最
近
は
そ
の
風
を
感
じ

ま
す
。
私
は
20
歳
の
大
学
生
の

時
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
を
主
催
し

た
り
海
の
家
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
政

治
家
の
選
挙
で
学
生
ア
ル
バ
イ

ト
チ
ー
ム
を
束
ね
て
市
議
、
県

議
、
衆
議
員
、
参
議
員
の
後
援

会
活
動
や
企
画
を
担
っ
て
そ
の

後
は
約
50
年
間
近
く
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
が
長
く
て
個
人
事
業
で
の

経
営
者
で
す
ね
。
時
代
が
変
わ

り
創
業
す
る
こ
と
の
苦
し
さ
も

有
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
成

功
の
喜
び
も
あ
り
ま
す
。
20
歳

〜
30
歳
の
頃
は
何
の
根
拠
も
手

掛
か
り
が
無
く
て
も
勢
い
だ
け

で
や
れ
た
気
が
し
ま
す
。
故
郷

の
還
暦
同
窓
会
が
き
っ
か
け
で

毎
月
、
東
京
か
ら
唐
津
へ
帰
る

よ
う
に
な
っ
て
最
近
は
毎
回
仲

の
良
い
男
女
同
級
生
４
人
で
食

事
会
と
飲
み
会
で
す
。
大
し
た

話
し
は
な
く
て
も
会
話
は
進
み

ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
ま
す

ね
。
そ
ん
な
中
で
の
先
日
は
篠

笛
奏
者
で
有
名
な
佐
藤
和
哉
さ

ん
の
地
元
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

招
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
隣
り
の

席
に
は
唐
津
焼
の
人
間
国
宝
中

里
太
郎
右
衛
門
窯
の
中
里
太
郎

右
衛
門
さ
ん
が
一
緒
で
し
た
。

５
、６
年
前
に
一
度
食
事
を
し

て
以
来
で
す
。
太
郎
右
衛
門
さ

ん
は
唐
津
出
身
篠
笛
奏
者 

佐

地
方
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
く 67

藤
和
哉
の
後
援
者
で
も
あ
り
、

そ
の
折
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

に
連
れ
て
行
き
た
い
話
し
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は

今
は
京
都
在
住
で
す
。
元
々
は

世
界
で
活
躍
の
和
楽
器
と
ダ
ン

ス
集
団
タ
オ
の
一
員
だ
っ
た
と

聞
き
ま
す
。
篠
笛
で
の
コ
ン
サ

ー
ト
は
素
晴
ら
し
く
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
朝
ド
ラ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
や

紅
白
に
出
ら
れ
た
経
験
も
お
あ

り
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
内
容

は
お
話
し
も
演
奏
も
素
晴
ら
し

い
も
の
で
し
た
。
佐
賀
県
内
に

は
有
田
市
に
は
有
田
焼
の
人
間

国
宝
井
上
萬
二
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
に
も
ス

テ
ー
ジ
や
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
た

り
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
に
も
御
本

人
が
参
画
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

は
伊
万
里
焼
の
伊
万
里
市
が
中

心
の
コ
ー
ラ
ス
団
が
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
で
熱
唱
し
ま
し
た
。

考
え
て
見
れ
ば
私
は
唐
津
市
、

伊
万
里
市
、
有
田
市
と
焼
き
物

文
化
に
囲
ま
れ
篠
笛
、
神
楽

舞
、
葉
隠
れ
侍
チ
ー
ム
な
ど
自

然
に
和
文
化
に
縁
が
で
き
た
の

で
す
。
探
し
た
訳
で
も
な
く
風

の
ま
ま
に
運
ば
れ
有
り
難
い
も

の
で
す
ね
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
活
動
や
ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ

ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参

加
が
軸
に
な
っ
て
る
こ
と
を
今

更
な
が
ら
に
感
謝
し
ま
す
。
今

後
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
い
ろ
ん

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
お
連
れ
し

た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
久
し

ぶ
り
に
唐
津
観
光
協
会
の
坂
本

会
長
と
会
い
ま
し
た
。
東
京
芸

大
出
身
の
娘
さ
ん
姉
妹
は
６
、

７
年
前
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

の
カ
ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー
で
ピ
ア
ノ

の
連
弾
を
弾
き
世
界
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。
そ
し
て

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
第
３
位
に
日
本
人
で
初
め

て
入
賞
さ
れ
て
世
界
で
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
地
方
か

ら
世
界
へ
と
羽
ば
た
か
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
か
た
ち

で
い
ろ
ん
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

活
躍
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　 （
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）

有
川
道
子
さ
ん

井
上
洋
子
さ
ん

https://www.nipponclub.org/
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成
分
の
効
果
効
能
に
こ
だ
わ

っ
た
独
自
の
高
級
基
礎
化
粧
品

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
コ
ス
メ

プ
ラ
ウ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社

東
京
・
荒
木
勝
也
代
表
）
は
、

９
月
30
日
ま
で
、
米
国
在
住
の

顧
客
に
向
け
た
秋
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
な
ら
び
に
デ
コ
ル
テ
ク
リ

ー
ム
発
売
一
周
年
記
念
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
中
。

　

期
間
中
は
、
ほ
ぼ
全
商
品
が

30
％
割
引
に
な
る
。
ま
た
、
デ

コ
ル
テ
ク
リ
ー
ム
は
35
％
割
引

の
65
ド
ル
で
販
売
さ
れ
る
う
え

ロ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ー
ム
の
サ

ン
プ
ル
も
進
呈
さ
れ
る
。
な

お
、
商
品
を
２
０
０
ド
ル
以
上

購
入
す
る
と
高
級
タ
オ
ル
２
枚

組
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
ほ
か

郵
送
料
も
無
料
に
な
る
。
詳
細

は
公
式
サ
イ
トhttp://www.

cosmeproud.com

ま
た
は
、

本
紙
今
週
号
の
13
面
広
告
を
参

照
す
る
。

コスメプラウド
米顧客向け

秋のキャンペーン実施中

 千葉真知子の
 ART COOKING

　

鶏
胸
肉
は
脂
肪
が
な
い
の

で
、
醤
油
と
山
椒
実
に
漬
け
て

あ
っ
さ
り
と
い
た
だ
け
ま
す
。

　

漬
け
込
ん
で
す
ぐ
食
べ
れ
ま

す
。
翌
日
に
し
っ
か
り
と
染
み

込
ん
だ
も
の
も
お
す
す
め
で

す
。
漬
け
込
ん
だ
も
の
は
、
翌

日
、
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
て
お

弁
当
の
お
か
ず
に
便
利
で
す
。

材料
鶏胸肉   ....................  1枚
山椒の実 ...................大 1
醤油 ..........................大 1
塩 .............................少々

鶏
胸
肉
山
椒
実
入
り
醤
油
漬
け

作
り
方

１　

鶏
胸
肉
は
斜
め
削
ぎ
切
り

に
ス
ラ
イ
ス
し
、
軽
く
塩
を
降

り
、
両
面
や
や
焦
げ
目
が
つ
く

よ
う
に
焼
く
。

２　

器
に
醤
油
、
山
椒
の
実
を

入
れ
た
中
に
①
の
鶏
胸
肉
を
入

れ
て
漬
け
こ
む
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
寿
司
屋
は

ど
こ
も
「
お
ま
か
せ
」
ば
か

り
。
家
族
で
揃
っ
て
食
べ
に
行

け
る
よ
う
な
寿
司
屋
は
も
う
な

い
。
た
ま
に
は
握
り
寿
司
が
食

べ
た
い
と
い
う
の
が
人
情
だ
ろ

う
。
ア
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ス
の
米

食
品
マ
ー
ケ
ッ
トW

egmans

の
地
下
に
「
魚
屋
」
が
あ
る
。

東
京
の
豊
洲
か
ら
毎
週
月
曜
と

木
曜
に
Ｊ
Ｆ
Ｋ
に
本
鮪
が
直
送

さ
れ
、
翌
日
の
火
曜
と
金
曜
の

早
朝
に
は
店
に
配
達
、
昼
前
に

は
職
人
が
切
っ
た
新
鮮
な
大
ト

ロ
、
赤
身
の
柵
が
並
ぶ
。「
握

り
用
に
切
っ
て
も
ら
え
ま
す

か
」
と
頼
む
と
喜
ん
で
無
料

で
切
っ
て
く
れ
る
。
あ
と
は

YouTube

で
15
分
「
寿
司
の

握
り
方
」
を
勉
強
し
て
、
握
る

だ
け
＝
写
真
＝
。
寿
司
屋
の
５

分
の
１
の
値
段
で
美
味
し
い
寿

司
が
食
べ
ら
れ
る
。
な
に
し
ろ

ネ
タ
は
同
じ
な
の
で
。（
三
浦
）

寿
司
を
握
っ
て
み
よ
う

mailto:meiseimotors@aol.com
https://shopnyseikatsu.com/
https://goshikiprinting.com/
http://www.cosmeproud.com
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２
年
前
の
秋
、
普
通
車
用
７

日
間
有
効
の
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ー

ル
パ
ス
（
Ｊ
Ｒ
パ
ス
）
を
購

入
し
、
久
し
ぶ
り
に
利
用
し

た
。
こ
の
頃
は
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
が
２
万
９
６
５
０
円
で
販

売
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
パ
ス
だ
が
、

２
０
２
３
年
10
月
か
ら
価
格
を

改
定
し
現
在
は
５
万
円
と
な
っ

た
の
で
、
実
質
１
・
７
倍
の
値

上
げ
だ
。
最
初
は
ず
い
ぶ
ん
と

急
激
な
値
上
げ
を
し
た
な
と
思

っ
た
が
、
モ
ノ
の
値
段
が
な
ん

で
も
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
考

え
た
ら
Ｊ
Ｒ
全
線
７
日
間
乗
り

放
題
の
パ
ス
が
５
万
円
と
い
う

の
は
ま
だ
ま
だ
安
い
と
思
う
。

さ
ら
に
円
安
が
こ
の
パ
ス
の
安

さ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
１

日
50
ド
ル
ほ
ど
と
考
え
れ
ば
お

得
な
パ
ス
で
あ
る
こ
と
に
間
違

い
は
な
い
。

（
注
：
Ｊ
Ｒ
パ
ス
の
購
入
に

は
制
限
が
あ
る
の
で
、
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japanrailpass.net/

、
ま
た
は

旅
行
会
社
へ
問
い
合
わ
せ
を
）

　

今
回
は
北
海
道
の
義
理
の
実

家
を
訪
ね
る
一
人
旅
を
し
た
。

義
父
母
の
家
は
札
幌
か
ら
す
ぐ

の
場
所
に
あ
る
の
で
飛
行
機
な

ら
羽
田
か
ら
１
時
間
半
だ
が
、

函
館
に
寄
り
た
い
理
由
が
あ
っ

た
の
で
新
幹
線
を
選
ん
だ
。
東

京
駅
か
ら
函
館
（
新
函
館
北
斗

駅
）
ま
で
は
新
幹
線
で
４
時
間

ほ
ど
。
チ
ケ
ッ
ト
を
普
通
に
買

う
と
片
道
２
万
３
０
０
０
円
ほ

ど
な
の
で
、
プ
ラ
ス
在
来
線
利

用
を
考
え
た
ら
１
往
復
す
れ
ば

今
で
も
Ｊ
Ｒ
パ
ス
の
元
が
取
れ

る
計
算
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
時
間

の
な
い
人
に
は
向
か
な
い
。

　

東
北
・
北
海
道
新
幹
線
「
は

や
ぶ
さ
」
は
全
席
指
定
で
、
大

宮
（
埼
玉
）
か
ら
だ
と
仙
台
・

盛
岡
・
新
青
森
な
ど
を
経
て
新

函
館
北
斗
駅
に
到
着
す
る
。
北

海
道
新
幹
線
は
す
い
て
い
る
、

と
友
人
か
ら
聞
い
て
い
た
が
大

宮
か
ら
乗
車
す
る
と
８
割
ほ
ど

の
席
が
埋
ま
っ
て
い
た
。
し
か

し
多
く
の
人
が
仙
台
で
下
車
し

た
の
で
、
そ
の
先
か
ら
は
ポ
ツ

ン
ポ
ツ
ン
と
人
が
座
っ
て
い
る

と
い
う
感
じ
で
、
隣
の
席
に
荷

物
や
お
菓
子
を
広
げ
、
足
を
伸

ば
し
て
車
窓
を
楽
し
ん
だ
。
青

森
を
出
て
し
ば
ら
く
走
る
と
、

つ
い
に
全
長
54
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
北

海
道
に
上
陸
す
る
。
青
森
と
函

館
を
連
絡
船
で
繋
い
で
い
た
海

峡
に
つ
く
っ
た
ト
ン
ネ
ル
を
速

度
１
６
０
キ
ロ
で
約
20
分
（
ト

ン
ネ
ル
以
外
の
区
間
は
最
高
時

速
２
６
０
キ
ロ
で
走
行
）、
最

深
部
は
海
面
下
２
４
０
メ
ー
ト

ル
だ
と
い
う
が
耳
が
キ
ー
ン
と

す
る
こ
と
も
な
く
、W

i-Fi

も

問
題
な
く
繋
が
っ
た
。

　

新
函
館
北
斗
駅
に
到
着
し
、

昼
の
便
で
東
京
か
ら
飛
ん
で
き

た
函
館
出
身
の
友
人
と
合
流
。

レ
ン
タ
カ
ー
で
、
学
生
時
代
に

お
世
話
に
な
っ
た
こ
の
友
人
の

お
母
様
が
眠
る
寺
ま
で
行
き
一

緒
に
墓
参
り
し
た
。
墓
前
で
花

と
線
香
を
手
向
け
て
久
し
ぶ
り

の
挨
拶
を
し
て
、
黄
色
く
染
ま

っ
た
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
敷
き
詰

め
ら
れ
た
境
内
か
ら
秋
の
青
空

を
仰
い
だ
。
そ
の
後
は
遅
い
ラ

ン
チ
と
し
て
、
ご
当
地
バ
ー
ガ

ー
店
「
ラ
ッ
キ
ー
ピ
エ
ロ
」
で
、

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
チ
キ
ン
バ
ー
ガ

ー
と
ラ
キ
ポ
テ
を
注
文
。
バ
ー

ガ
ー
は
甘
辛
中
華
味
の
揚
げ
た

て
唐
揚
げ
が
３
つ
く
ら
い
と
た

っ
ぷ
り
の
レ
タ
ス
が
バ
ン
ズ
に

挟
ま
っ
て
い
て
食
べ
応
え
が
あ

っ
た
し
、
ラ
キ
ポ
テ
は
マ
グ
カ

ッ
プ
に
入
っ
た
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ

ト
に
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
が
か
か
っ

て
い
て
、
２
つ
と
も
飾
ら
な
い

美
味
し
さ
が
や
み
つ
き
に
な
る

味
だ
っ
た
。
ラ
ッ
キ
ー
ピ
エ
ロ

は
全
国
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
日
本

一
に
輝
い
た
こ
と
も
あ
り
、
函

館
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
の
で

小
腹
が
空
い
た
ら
ぜ
ひ
お
す
す

め
し
た
い
店
。
も
ち
ろ
ん
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
あ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
函
館
駅
近
く
の
温
泉
付

き
ホ
テ
ル
に
一
泊
し
、
翌
朝
は

歩
い
て
函
館
朝
市
へ
。
ど
ん
ぶ

り
横
丁
で
朝
ご
は
ん
を
食
べ
、

威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
響
く
通

り
を
そ
ぞ
ろ
歩
い
た
り
、
新
鮮

な
イ
カ
を
さ
ば
い
て
提
供
し
て

い
る
様
子
を
見
た
り
、
肉
ま
ん

な
ら
ぬ
カ
ニ
身
が
た
っ
ぷ
り
詰

ま
っ
た
「
か
に
ま
ん
」
を
食
べ

歩
い
た
。
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
散
歩
が
て
ら
海
の
方
ま

で
歩
く
と
船
が
見
え
て
く
る
。

青
函
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
伴
い

１
９
８
８
年
に
廃
止
さ
れ
た
青

函
連
絡
船
は
、
い
ま
も
朝
市
か

ら
歩
い
て
す
ぐ
の
場
所
に
係
留

さ
れ
て
い
る
。「
函
館
市
青
函

連
絡
船
記
念
館
・
摩
周
丸
」
と

し
て
内
部
を
見
学
で
き
、
当
時

の
ま
ま
の
操
舵
室
や
無
線
通
信

室
を
一
通
り
見
学
し
、
座
席
に

す
わ
っ
て
ぼ
ー
っ
と
海
を
眺
め

た
り
、
パ
ネ
ル
や
映
像
か
ら
船

の
仕
組
み
や
歴
史
に
触
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
甲
板
に
も
出
ら
れ
る

の
で
、
風
を
感
じ
な
が
ら
連
絡

船
が
活
躍
し
た
時
代
に
思
い
を

馳
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
っ

と
詳
し
く
知
り
た
い
人
に
は
、

元
乗
務
員
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
船
内
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に

も
参
加
可
能
だ
。

　

他
に
も
金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

や
八
幡
坂
な
ど
、
函
館
出
身
の

友
人
の
お
か
げ
で
凝
縮
し
た

函
館
観
光
を
楽
し
め
た
。
夕

方
、
札
幌
に
向
け
て
移
動
す
る

た
め
「
特
急
・
北
斗
」
に
乗
り

込
む
。
大
沼
や
駒
ヶ
岳
、
海
岸

線
に
沈
む
夕
陽
を
車
窓
か
ら
眺

め
な
が
ら
、
さ
ら
に
４
時
間
。

ど
っ
ぷ
り
と
陽
が
暮
れ
た
こ

ろ
、つ
い
に
札
幌
に
到
着
し
た
。

２
０
１
６
年
３
月
に
開
業
し
た

北
海
道
新
幹
線
は
現
在
、
函
館

か
ら
先
の
長
万
部
・
倶
知
安
・

小
樽
を
通
り
札
幌
ま
で
の
建

設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、

２
０
３
０
年
ま
で
の
開
業
を
目

指
し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
は

函
館
北
斗
駅
ま
で
な
の
で
、
よ

ほ
ど
時
間
に
余
裕
が
あ
る
と

か
、
列
車
の
旅
が
好
き
な
人
以

外
は
、
札
幌
ま
で
行
く
な
ら
や

は
り
飛
行
機
の
ほ
う
が
い
い
だ

ろ
う
。（
本
紙
／
高
田
由
起
子
）

北
海
道
・
函
館
市

新
幹
線
で
行
く
函
館

1

　
沖
縄
県
糸
満
市
の
ひ
め
ゆ
り

の
塔
に
近
い
米
須
集
落
に
あ
る

自
称“

世
界
一
小
さ
な
現
代
美

術
館”

を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
０
５
年
、
大
田
和
人
さ

ん
が
木
造
平
屋
の
自
宅
を
改
装

す
る
と
と
も
に
、
敷
地
内
に
新

た
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
展
示

室
を
建
て
て
開
館
し
た「CAMP 

TALGANIE artistic farm / 

キ

ャ
ン
プ 

タ
ル
ガ
ニ
ー 

ア
ー
テ

ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク 

フ
ァ
ー
ム
」は
、

現
代
彫
刻
を
中
心
と
し
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
展
示
の
ほ
か
、
若
手

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
発
表
の
場
を

提
供
し
て
い
る
個
人
美
術
館
で

す
。
大
田
さ
ん
が
自
身
の
審
美

眼
と
興
味
に
従
っ
て
長
年
に
わ

た
り
セ
レ
ク
ト
し
た
作
品
は
、

陶
器
、木
、銅
板
、琉
球
石
灰
岩
、

赤
瓦
、
漆
喰
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
、
ブ
ロ
ン
ズ
、
御
影
石
と
素

材
ひ
と
つ
を
取
っ
て
も
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け

立
体
作
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

充
実
し
て
お
り
、
種
類
や
ク
オ

リ
テ
ィ
で
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
だ
と
評
価
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
多
い
こ
と
は
、
元
世
田
谷
美

術
館
長
の
酒
井
忠
康
氏
や
元
茨

城
県
近
代
美
術
館
長
の
市
川
政

憲
氏
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

　
母
屋
は
、
１
９
５
１
年
に
造

ら
れ
た
赤
い
屋
根
が
特
徴
の
琉

球
家
屋
で
、
二
階
建
て
の
二
階

部
分
を
宮
大
工
の
棟
梁
を
中
心

に
糸
満
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
移
築

し
た
も
の
だ
そ
う
で
、
途
中
に

寝
室
や
台
所
な
ど
も
あ
り
、
ど

こ
ま
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間

で
、
ど
こ
か
ら
が
展
示
空
間
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
足
を

踏
み
入
れ
て
い
く
と
、
母
屋
か

ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
展
示
室

を
つ
な
げ
る
渡
り
廊
下
に
も
作

品
が
展
示
し
て
あ
り
、
よ
く
見

る
と
屋
外
庭
園
に
も
石
彫
や
テ

ラ
コ
ッ
タ
、金
属
の
彫
刻
な
ど
、

大
型
の
数
多
く
の
作
品
が
展
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

大
田
さ
ん
に
話
を
聞
く
と
、

退
職
後
の
今
は
こ
こ
に
住
ん
で

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
那
覇
市

か
ら
通
い
、
週
末
を
中
心
に
読

書
を
し
た
り
、
音
楽
を
聴
い
た

り
し
て
お
り
、
入
館
予
約
が
あ

れ
ば
平
日
で
も
開
け
る
そ
う
で

す
。
要
は
、
母
屋
の
居
間
や
床

の
間
、
廊
下
な
ど
、
す
べ
て
の

空
間
に
お
い
て
居
住
空
間
を
活

か
し
た
作
品
展
示
が
行
わ
れ
て

お
り
、
寝
室
や
台
所
は
こ
こ
を

貸
会
場
と
し
て
提
供
す
る
際
に

使
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
食
事
の
提
供
な
ど
は
で

き
な
い
の
で
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
よ
う
に

制
作
場
所
と
は
し
て
い
な
い
と

の
こ
と
。
展
示
室
は
、
自
然
光

を
取
り
入
れ
、
照
明
を
一
切
使

用
し
て
お
ら
ず
、
自
然
と
共
存

す
る
美
術
館
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
い
る
そ
う
で
、
閉
館
時
間

は
「
日
没
ま
で
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き
な
が

ら
大
田
さ
ん
と
話
を
し
て
い
る

と
、
芸
術
は
私
た
ち
の
世
界
を

豊
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と
を
確

信
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
入
館
無
料

で
多
く
の
人
を
こ
こ
に
招
き
入

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ソ
フ

ァ
に
座
っ
て
心
地
よ
い
風
に
吹

か
れ
て
い
る
と
、
確
か
に
心
が

癒
さ
れ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し

た
。
館
内
を
気
ま
ま
に
散
歩
す

る
老
犬
も
、
ア
ー
ト
の
空
間
を

楽
し
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
し

た
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る

日
本
茶
屋
「
茶
菴
」
が
今
年
開

店
20
周
年
と
な
る
の
を
記
念

し
、
同
店
オ
ー
ナ
ー
の
八
木
共

子
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を

計
画
中
だ
。
そ
の
第
一
弾
と
し

て
今
回
は
八
木
さ
ん
が
、
日
本

で
予
約
が
難
し
い
と
い
わ
れ
る

東
京
の
人
気
デ
ザ
ー
ト
コ
ー

ス
店
「John

」
を
訪
ね
た
際
、 John

の
丁
寧
な
デ
ザ
ー
ト
と

オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
吉
村
正
峰
氏

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
夢
の
話

し
を
聞
き
、「
夢
を
持
っ
た
若

い
人
達
の
応
援
し
た
い
」
と
八

木
さ
ん
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
企
画
し
た
。

　

開
催
は
、
9
月
28
日
（
土
）

と
29
日
（
日
）
の
２
日
間
で
、

1
日
２
回
転
、
席
は
10
席
限
定

で
行
わ
れ
る
。 

　

今
回
は
日
本
か
らJohn

チ

ー
ム
が
来
米
し
、
９
品
の
デ

ザ
ー
ト
コ
ー
ス
を
提
供
し
、

「
２
０
２
４
年
度
ミ
セ
ス
・
サ

ケ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
選
ば
れ
た

八
木
さ
ん
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
地
酒
（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ク

ラ
、
獺
祭
ブ
ル
ー
・
加
藤
酒
造
）

を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
と
厳
選
し

た
日
本
の
お
茶
の
ペ
ア
リ
ン
グ

も
提
供
す
る
。
参
加
費
１
２
０

ド
ル
。
八
木
さ
ん
は
「
今
後
も

引
き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
と
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
現

在
、
八
木
さ
ん
自
ら
が
手
作
り

し
た
和
菓
子
を
提
供
す
る
期
間

限
定
の
「
お
ま
か
せ
和
菓
子
ア

フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
」
も
人
気

を
集
め
て
お
り
、
期
間
中
は
和

菓
子
の
実
演
も
行
っ
て
い
る
。

申
し
込
み
は　

https://www.
chaanteahouse.com/

茶
菴
20
周
年
特
別
企
画John とコラボ

28日と 29 日に

John とのコラボレーションを企画した茶菴オーナーの八木さん

美
味
し
い
デ
ザ
ー
ト
を

地
酒
と
お
茶
で
愉
し
む

限
定
10
席
４
ラ
ウ
ン
ド

WORLD
SAKE DAY

NYC
　

ワ
ー
ル
ド
・
酒
デ
イ
・
Ｎ
Ｙ

Ｃ
と
題
し
た
日
本
酒
イ
ベ
ン
ト

が
10
月
４
日
（
金
）
午
後
４
時

か
ら
10
時
ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
区
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
の

ザ
・
Ｗ
・
ロ
フ
ト
・
ル
ー
フ
ト

ッ
プ
（240 Kent Ave. 

）
に

て
開
催
さ
れ
る
。

　

当
日
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
を
臨
む
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
の
ル
ー
フ
ト
ッ
プ

を
会
場
に
35
の
蔵
元
に
よ
る
70

以
上
の
日
本
酒
が
用
意
さ
れ
、

抹
茶
の
日
本
酒
カ
ク
テ
ル
（by 

WESAKE X SENBIRD

）
や
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
代
表
す
る
バ

ー
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
考
案
し

た
特
別
な
日
本
酒
カ
ク
テ
ル
、

和
食
の
ほ
か
、
一
口
料
理
や
和

菓
子
の
無
料
サ
ン
プ
ル
が
提
供

さ
れ
る
。
ま
た
、
高
知
県
、
神

奈
川
県
、
石
川
県
の
Ｐ
Ｒ
が
参

加
。
来
場
者
は
、
15
種
類
の
日

本
酒
を
楽
し
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ラ
ス
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で

き
る
。
日
本
酒
は
、
会
津
ほ
ま

れ
（
福
島
）、
獺
祭
（
山
口
）、

出
羽
鶴
（
秋
田
）、八
海
山
（
新

潟
）、
剣
菱
（
兵
庫
）
ほ
か
。

　

入
場
料
は
早
割
65
ド
ル 

、

一
般
80
ド
ル
。
21
歳
以
上
、
当

日
券
な
し
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.worldsakedaynyc.
com

を
参
照
す
る
。

ブルックリンで
10月4日に開催

　

飲
食
店
予
約
サ
イ
ト
の
オ
ー

プ
ン
テ
ー
ブ
ル
は
、
米
国
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ソ
ロ
ダ
イ
ニ
ン

グ
（
お
ひ
と
り
さ
ま
）
の
予
約

が
過
去
２
年
間
で
29
％
増
加
し

た
と
伝
え
た
。
３
日
放
送
の
Ａ

Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
に
出
演
し
た
同

サ
イ
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
デ
ビ
ー
・
ス

ー
氏
は
同
傾
向
に
つ
い
て
「
自

己
愛
や
セ
ル
フ
ケ
ア
の
意
識
が

広
が
っ
て
お
り
、
独
り
で
い
る

こ
と
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降

の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
含
め
、

独
り
の
行
動
が
当
た
り
前
に
な

っ
て
い
る
」
と
解
説
し
た
。
同

局
が
取
材
し
た
イ
ー
ス
ト
ビ
レ

ッ
ジ
の
ビ
ー
ガ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
、
独
り
客
が
約
８
％
を
占

め
、
独
り
客
用
の
大
テ
ー
ブ
ル

で
独
り
客
用
の
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ

ー
を
提
供
し
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー

が
テ
ー
ブ
ル
で
会
話
を
し
な
が

ら
カ
ク
テ
ル
を
作
る
な
ど
、
独

り
客
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

日
本
で
は
「
ひ
と
り
焼
肉
」

や
、
グ
ル
メ
雑
誌
や
メ
デ
ィ
ア

で
他
人
に
気
兼
ね
す
る
こ
と
な

く
自
分
の
ペ
ー
ス
で
食
事
が
で

き
る
店
の
「
お
ひ
と
り
さ
ま
特

集
」
が
特
集
さ
れ
る
な
ど
数
年

前
か
ら
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
お

り
、
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
の
ホ
ッ

ト
ペ
ッ
パ
ー
の
外
食
調
査
部
に

よ
る
と
、
日
本
人
の
23
％
が
日

常
的
に
ひ
と
り
で
外
食
し
て
お

り
、
そ
の
数
は
６
年
前
比
で
18

％
増
と
な
っ
て
い
る
。
英
国
や

ド
イ
ツ
で
は
、
今
年
だ
け
で
も

ソ
ロ
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
そ
れ
ぞ
れ

14
、
18
％
増
と
、
お
ひ
と
り
さ

ま
は
世
界
的
な
傾
向
に
な
っ
て

い
る
。

お
ひ
と
り
さ
ま
飲
食
が
米
で
も
急
増

食

http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://www.worldsakedaynyc.com
https://www.chaanteahouse.com/
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